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§１．はじめに 

（１）平成１９年１２月２８日 

・ 財団法人、大阪地域計画研究所（Regional Planning Institute：略称 RPI）は、平成１

７年度には、渡邊英一京都大学名誉教授を新理事長に迎え、新たな時代に対応した「都

市的機能向上と地域社会創造」を目的とした新たな活動を展開中です。 

・ RPI は積極的な調査研究・基礎的な技術開発を通じて、社会に対して各種提案を行うこ

とが使命と考え、積極的な対外活動を主要な柱と位置付けております。 

・ それらの個々の活動成果については、その都度関係方面へご提供させていただいており

ますが、一方で RPI の全体的な活動状況、RPI の組織や活動方針、さらにはそれらに

関連した具体的活動など、RPI 活動の全体像についての情報も、ご提供が必要と考えま

した。 

・ そこで、RPI の全体報告の意味で「RPI 活動報告書（Ｈ１７，１８、１９中間）」とし

てまとめ、ここに関係の皆様へご報告させていただく次第です。 

・ 関係の皆様におかれましては、本報告書により、RPI 活動の全体像をより一層ご理解い

ただき、今後さらなるご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

・ また、新理事長就任の平成１７年度からの RPI 活動において、RPI の基本理念にご理

解賜り、RPI の研究活動にご協力いただきました関係の皆様に対し、ここに改めてお礼

申し上げます。 

・ 特にその中で、RPI に対し具体的研究テーマをもって研究を委託していただきました皆

様、青森県、川口金属（株）、大阪地下街（株）、大日本コンサルタント（株）、綜合技

術コンサルタント（株）の皆様には、改めて感謝申し上げます。 

・ さらに、RPI としてこれらの委託研究を推進するにあたり、専門家の立場でご指導ご支

援いただきました皆様、京都大学大学院家村教授、中央復建コンサルタンツ（株）、パ

シフィックコンサルタンツ（株）の皆様、また共同研究として加わっていただきました

大阪府はじめ各大学の先生方など関係の皆様にも、ここにご協力を感謝する次第です。 

・ 関係の皆様におかれましては、今後の RPI 活動に対して、より一層のご支援、ご鞭撻

を重ねてお願い申し上げます。 

・ 最後になりますが、RPI 活動の最新情報などを下記ホームページに掲載しておりますの

で、ご活用いただけるようご案内申し上げます。 

   ＵＲＬ  http://www.rpi.or.jp 

 

（追申） 

RPI の事業年度は、６月１日～翌年５月３１日の間を、単年度といたしております。 

 

 

http://www.rpi.or.jp/
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（２）平成２１年１２月２８日 

・ 財団法人、大阪地域計画研究所（Regional Planning Institute：略称 RPI）は、平成１

７年度には、渡邊英一京都大学名誉教授を新理事長に迎え、新たな時代に対応した「都

市的機能向上と地域社会創造」を目的とした新たな活動を展開中です。 

・ RPI は積極的な調査研究・基礎的な技術開発を通じて、社会に対して各種提案を行うこ

とが使命と考え、積極的な対外活動を主要な柱と位置付けており、それらの活動成果に

ついては、平成１９年１２月２８日に「RPI 活動報告書（平成１７年度、平成１８年度、

平成１９年度中間）」としてまとめ、関係の皆様へご報告させていただきました。 

・ 今回は前回に引き続き、前回報告以後の活動内容について「RPI 活動報告書（その２）

（平成１９年度後半、平成２０年度、平成２１年度中間）」としてまとめ、再び関係の

皆様へご報告させていただきます。 

・ 関係の皆様におかれましては、本報告書により RPI 活動の全体像を、より一層ご理解

いただき、今後更なるご支援、ご協力を賜るようお願い申し上げます。 

・ また今回のご報告に関連して、RPI 活動の基本理念にご理解賜り、RPI の研究活動にご

協力いただきました関係の皆様に対し、この場をお借りしてお礼申し上げます。 

・ 特に今回具体的テーマをもって RPI に研究を委託していただきました、青森県、大阪

地下街（株）の皆様には、改めて感謝申し上げます。 

・ さらに RPI としてこれらの委託研究を推進するにあたり、専門家の立場にてご指導ご

支援いただきました中央復建コンサルタンツ（株）、パシフィックコンサルタンツ（株）

の皆様、また共同研究に加わっていただきました京都大学、関西大学その他の先生方、

これら関係の皆様にもここに感謝する次第です。 

・ 関係の皆様におかれましては、今後の RPI 活動に対して、より一層のご支援、ご鞭撻

を重ねて御願い申し上げます。 

・ 最後になりますが、RPI 活動の最新情報などを下記ホームページに掲載しておりますの

で、ご活用いただけるようご案内申し上げます。 

   ＵＲＬ  http://www.rpi.or.jp 

 

（追申） 

RPI の事業年度は、６月１日～翌年５月３１日の間を、単年度といたしております。 

 

 

http://www.rpi.or.jp/
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（３）平成２４年５月３１日 

・財団法人大阪地域計画研究所（Regional Planning Institute：略称 RPI）は、平成１７年

度には渡邊英一京都大学名誉教授を新理事長に迎え、新たな時代に対応した「都市的機

能向上と地域社会創造」を目的とした研究団体として、積極的な調査研究・基礎的な技

術開発を通じて社会に各種提案を行うことが使命と考え、積極的な対外活動を主要な柱

と位置付けて活動してまいりました。 

・この間の活動成果については、過去２度（平成１９年１２月、平成２１年１２月） 

その都度関係方面に「活動報告書」として御報告させていただいてまいりました。 

・この度監督官庁の御指導により、財団法人大阪地域計画研究所（RPI）は、財団法人 

から一般財団法人に移行し、一般財団法人大阪地域計画研究所（Regional Planning 

Institute：略称 RPI は変わりません）として、体制も新たに再発足することになり 

ました。 

・そこでこれを機会に今までの RPI の活動成果を「報告書」としてまとめておくことは、

新たに発足する新 RPI 活動にも役立ち、かつ重要なことと考えて、ここに RPI 平成１７

年度～平成２３年度の活動報告を一括してまとめた「活動報告書」として、本書をまと

めました。 

・本書をまとめるに当たり、RPI 活動に対して具体的研究テーマでもって研究を委託して

いただいた皆様、さらにこれらの委託研究を推進していただいた皆様、専門家の立場で

ご指導、ご支援いただいた皆様、また共同研究に加わっていただいた大学関係の皆様な

ど、RPI 活動に関係された皆様に、ここに改めて御礼と感謝を申し上げる次第です。 

・さらに、今までの財団法人 RPI に対する皆様の温かいご協力に対し、改めて感謝すると

ともに、新たに発足する一般財団法人 RPI に対しても、より一層の御協力、御支援をお

願い申し上げます。 

 

（追伸） 

RPI の事業年度は、当該年の６月１日～翌年５月３１日の間を単年度としております。 
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§２．理事長あいさつ 

（１）平成１９年１２月２８日 

 

ご 挨 拶 

 

 

現在は少子高齢化が進んでおり、また、汗を掻かないでも済む職業が好まれる時代となっ

てきております。そのようなとき次世代の技術者の育成と伝統技術の継承は大問題となり

つつあります。また、建設の世界でも新設一点張りであった状況が推移しています。如何

に安全性と同時に経済性を確保しながら、先達が営々として築き上げてきたかけがえのな

い既存構造物の維持・管理を行うかが最重要課題となりつつあります。 

 

これまでの時代では構造物の新設が華々しく行われ、比較的短期間での安全性・経済性が

追求されてきました。しかし、これからは既存の構造物の維持・管理についての長期的ビ

ジョンが不可欠となります。事業者は最大限の創意工夫をするものの過度の労務提供や大

幅な経済的損失を強いられることもなく、長期に亘って生き甲斐を感じて溌剌と事業を展

開できるような存続の仕組みを考えねばなりません。 

 

社会経済活動が高度化するにつれ，生産・消費・廃棄の量的な規模が飛躍的に増大し，資

源枯渇，環境破壊を引き起こしつつあります。我が国の建設環境も，スクラップ&ビルドの

時代からストック有効活用の時代へと大きく変わる必要があり，構造物の長寿命化・延命

化は今後ますます重要な課題となることは明らかであります。 

私ども財団法人大阪地域計画研究所(RPI)は新しい時代にふさわしい環境及び安全を視野

に入れた都市的機能向上と地域社会づくりの条件整備について、科学的調査研究、及び基

礎的な技術開発を行い、地域における諸計画づくりに諸種の提言を行うことなどによって、

地域の発展と社会の向上に寄与することを目的とするものです。 

私自身は必ずしもこのような社会資本の維持・管理に関しましては従来関わりが多くはあ

りませんでしたが、平成１４年６月に国土交通省が設置されました「道路構造物の今後の

管理・更新のあり方に関する検討委員会」に参画の機会を頂きましてから、社会資本のア

セットマネジメントを考えるさまざまなプロジェクトに本格的に携わる機会を得ることが

できました。それらの機会を通じて、様々な地方自治体の置かれている状況を理解するこ

とができましたが、大きな自治体を除くと、全国の多くの自治体、特に市町村では専門分

野の技術者を育成する仕組みが絶望的と思える程なくなってしまっていることを知り愕然

としたものです。 
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RPI では「まずは専門の橋梁からはじめよう」ということで、ブリッジマネジメント(BM)

研究会を発足させ、関西大学の古田均教授に当研究会の会長を引き受けていただきました。

この研究会の目的は、技術スタッフの充実面で万全とは言い難い自治体に参加を呼びかけ、

大学等の研究者、民間エンジニアにも広く集まって頂き、橋梁維持・管理に関わる情報の

共有化を促進しようというものです。財政的にとても豊かとは言えない財団が手がける事

業ですから、ボランティア活動の域を出ませんが、地方自治体には生きた教材とも言うべ

きフィールド（橋梁）がありますので、そのフィールドとフィールドデータをご提供頂け

れば、大学研究者や民間企業との共同研究等により情報共有が促進できるのではないかと

考えております。 

また、BM 研究会の他に橋の財産管理を目的に BMS コンソーシアムをも設立しました。全国

の多くの自治体でアセットマネジメントに関する勉強（委員会）が始まっていますが、ア

セットマネジメントの意義の理解程度までは大多数の人が辿り着けるのですが、実務に使

えるマネジメントシステムを構築するとなると、とても一自治体の手に負えるものではあ

りません。たとえシステム構築までは辿り着いたとしましてもその維持・管理となるとと

ても大変で、ほとんどの自治体がそこで逡巡し、動きが停止してしまうというのが現状で

はないでしょうか。例えば自治体の職員がその仕事の一部として維持・管理の実務に就き、

そしてその業務の交代と継承に拘わらず長期間にわたり安定して行うシステムの構築が要

求されます。これは並大抵の努力では達成できません。そこで自治体レベルで汎用性をも

って使えるものがあればありがたい、という声を耳にするにつれ、マネジメントシステム

も自治体が共有できるものを作り上げる必要があると存じます。 

そこで、多くの自治体が共同で使うことができ、また多くの民間エンジニア（コンサルタ

ント）がシステムの運用支援という立場で参加できる仕組みを立ち上げるようにとの希望

が少なくありません。そこでこのようなシステム導入とその長期的アップデートに関しま

しても私どもの RPI コンソーシアムがご協力できるのではないかと考えております。国全

体としては、高速道路、国道、地方道とそれぞれの重要性の違いがありますが、その違い

に応じて維持・管理の手法も異なってくることは重々存じております。そこで、特に、地

方道、中でも技術スタッフの手薄な自治体が管理する地方道の維持・管理に焦点を当てた

支援活動を展開致したく存じています。私どもの活動も、地味ではありますが草の根運動

のような位置づけでお役に立ちたいと考えております。 

アメリカ合衆国において“America in ruins”のキャンペーンが行われたように、我が国

でも「荒廃する日本としないために」という更なるキャンペーンを展開されると伺ってお

ります。私ども RPIの活動も、その一翼を担うことができれば幸いです。 
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インフラは国民全体の貴重な財産であり、国民一人一人の共有財産です。この財産を守り

抜くことは将来にわたって極めて重要な社会的使命であります。我が国ではこれまで新し

いインフラを作り上げることに全知全能を傾けてきました。結果として社会生活が向上し、

人々・産業にも活力を与えることができました。 

しかし、小野小町のあの歌である、「世の中は移りにけりないたずらに我が身世にふる眺め

せしまに」にあるように、インフラも生体と同様に一定の時間を経過すると劣化してしま

います。成長一方の状況下ではこれが見えなかったのですが、最近はこの劣化による事故

が増加の一途を辿っております。 

この劣化を放置しますとこれまで心血と資本を注いで構築したインフラが灰燼に帰してし

まいます。何とか全力を挙げてそのような事態を防止せねばなりません。そのためには再

び全知全能を傾けた別の角度からの取り組みが必要です。この取り組みにはインフラの所

有者・国民の支持を得ることは勿論のこと、維持・管理・修復に携わる人々の実務的作業

をも将来に亘って活力を持って存続できる条件の見直しが不可欠であります。 

理事長 渡邊 英一 
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（２）平成２１年１２月２８日 

 

ご 挨 拶 

 

 

小野小町は「世の中は移りにけりないたずらにわが身世にふる眺めせし間に」と詠んでお

ります。インフラにも人体と同じく、限られた寿命しかありません。当財団は社会基盤を

対象にして、明日に向けて環境および安全を視野に入れた都市的機能向上と地域社会づく

りの条件整備を科学的に推進致します。具体的には社会基盤（インフラ）の状態を把握・

評価し、建設費、供用後の維持費、修繕費や更新費を含むライフサイクルコストの縮減、

更新時期の平準化、補修・更新費用の最小等、長期的な観点から、今後のインフラの管理・

更新等のあり方などの検討を行うなど、技術評価のできる人材の推薦なども含めて、少し

でも社会に貢献したいと思っております。 

ところが昨今世の中には社会基盤を軽視する由々しき傾向が見られ、自分たちも含め万

民が恩恵を享受していることを忘却して、「箱物」と言っては蔑み，要らないとまで言い切

る人々も少なくありません。我が国では社会基盤が国民全体の共有財産であるという意識

があまりありませんがこれは実に情けなく、嘆かわしいことです。軽蔑の対象とされる「箱

物」は建築物や公共施設の多くを包含し古より祖先が努力を払って営営と築いてきた汗と

結晶の成果です。例えば社会基盤の一つの交通インフラは人や物資がスムーズに流れ、そ

れを人々が日々利用できることが人々の財産であり、空気のように自明で、社会を根底か

ら支える不可欠な存在であります。私どもはこれを幾久しく大切にして常に健全な状態で

維持せねばなりません。私たちは昨今の自然災害や経年劣化によるインフラの安全性の低

下を防止するためのシステム作りを目指します。ところが過去の事例をみますと、大きな

犠牲を払って初めて失ったものの大きさを知るしかないのです。阪神淡路大震災しかり、

JR 福知山線脱線転覆事故しかり、スマトラ沖大地震・大津波しかりです。アメリカ合衆国

も 1960 年のオハイオ川ポイントプレザント橋の崩落事故まではしかりでした。でもその後

は惨事を未然に防ぐ対策を練りました。 

現在は少子高齢化に伴い若くて優秀な人材確保が懸案となっております。多くの若者た

ちは汗を掻かないでも済む、楽に賃金の稼げる職業を志向するようになり、技術者の育成

と伝統技術の継承は大問題となりつつあります。これまでの時代では構造物の新設が華々

しく行われ、比較的短期間での安全性・経済性が追求されてきましたが、これからは既存

の構造物の維持・管理についての長期的ビジョンが不可欠です。また、事業に携わる者に

とっては過度の労務提供や大幅な経済的損失を強いられることもなく、長期に亘って生き

甲斐を感じて溌剌と事業を展開し、存続できる仕組みが望まれます。更に、地方自治体の

置かれている状況は厳しいものであり、特に市町村では専門分野の技術者を育成する仕組

みが絶望的と思える程なくなってしまっています。 
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この劣化を放置しますとこれまで心血と資本を注いで構築したインフラが灰燼に帰して

しまいます。何とか全力を挙げてそのような事態を防止せねばなりません。そのためには

再び全知全能を傾けた別の角度からの取り組みが必要です。この取り組みにはインフラの

所有者・国民の支持を得ることは勿論のこと、維持・管理・修復に携わる人々の実務的作

業をも将来に亘って活力を持って存続できる条件の見直しが不可欠であります。 

さて、私ども大阪地域計画研究所はこれまで財団法人として活動をして参りました.昨今

個人の価値観が多様化しておりますが社会の整備・充実を行政に任せるだけでなく、民間

も協力してもっと自発的に行おうという機運が高まってきました。国民に対して様々なサ

ービスを提供する部門は「行政」、「営利」、「非営利」の 3 つに大別されます。行政部門の

活動は法律・予算に基づくため公平性と公正さを重んじるため教条的な性格ですから機敏

に対応することは困難です。営利部門はどうかと言いますと、何と言っても収益性がなけ

れば存続できませんので採算性を最重要項目としておりますのでたとえ素晴らしい事業で

も実現は一般に極めて困難です。非営利部門はそのような制約条件が少ないため分野によ

っては柔軟かつ機敏な活動が可能と思われます。私たち財団法人は民間非営利活動を建前

にする法人です。したがいまして、「官民の役割分担」、「機敏で機動的な公共サービス提供」、

「国民の主体性、自己責任の尊重」をはじめとする基本的観点に立った「小さな政府」と

しての役割を演じることができるものと期待されます。 

以上述べましたように、これからは民間非営利活動が世の中より益々期待されるように

なるものと思われますが昨今以下に述べる理由で法人制度が見直されることとなりました。

もう 1世紀も前に民法第 34条＊に基づく公益法人が生まれました（＊民法第 34条：祭祀、

宗教、慈善、学術、技芸其他公益ニ関スル社団又ハ財団ニシテ営利ヲ目的トセサルモノハ

主務官庁ノ許可ヲ得テ之ヲ法人ト為スコトヲ得）。以来、社団法人や財団法人は民法に基づ

き各監督官庁によりそれぞれ設立が許可されてきました。公益性についても各官庁の裁量

により判断されてきた結果、国や地方の公務員が退職後に天下りする温床になってきたの

が実態であると思われているようです。 

実際に国が所管する公益法人のうち、約 2,300 の団体に約 5900 名もの理事が公務員出身と

して天下り、都道府県が所管する公益法人に至っては約 5,000 法人に約 13,000 名もの元公

務員が天下って理事を務めていると報告されています＊（福島達也：すぐわかる！新公益法

人制度、学陽書房、２００７年２月第４版発行）。こうした実態を受け、国民の天下り批判

の機運が高まり、ついに政府も動かざるを得ない状態に追い詰められたと言われます。し

たがってこの法律はこの様な批判に充分耐えることができるものでなければならず、新制

度の柱は、天下りを輩出している各監督官庁の「自由裁量」に基づく許可制を一切排除し

て、法務局での登記のみにより簡便に法人を設立し、「き束裁量」(定められた枠：公益三法

の中で一定の条件を満たして、当法人が公益法人として果たして相応しいかどうか判断す

ること)できるようにすることであったようです。 

改革の柱は「法人格取得」と「公益認定」の切り離しを行い、準則主義による非営利法
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人としての登記による設立と、主務官庁制廃止と民間有識者からなる合議制機関による公

益認定、公益認定条件の設定、中間法人の統合、既存の公益法人の移行・解散などの計 2

つの柱です。現行の公益法人は特例民法法人として、2008年 12月１日の法律完全施行日か

ら 5 年以内に新制度に移行せねばならないことになりました。ですから、私どもはこれま

で幾度か勉強会を行い、その結果公益法人化するよりむしろ一般法人化の方向で改革を行

う方向で準備しております。改革の詳細な内容ですがこれは今回の年次報告書に掲載して

おります「勉強会：公益法人制度改革」に目をお通し下さるようお願いいたしますが、も

っとも大きな特徴の一つが GCD（Governance, Compliance, Disclosure）(ガバナンス＝内

部統制 G：規定化、相互牽制、モニタリング評価、見直し；コンプライアンス C:法令のみ

ならず､組織の行動憲章、社会規範、組織内の規程、規則、マニュアルなどの遵守を含む；

ディスクロージャーD:規定化、適正開示のみならず証拠開示、ディスカバリー精度対応も

含む)であります。 

以上いろいろと申し上げましたが新しい世の中となりました。私ども（財）大阪地域計

画研究所（RPI）もこの新しい世の中において今後とも存在価値を発揮して少しでも世の中

のためになるよう奮励努力する所存でございます。今後とも民様方の益々の暖かいご支援

を賜りますようお願い申し上げます。 

 

理事長 渡邊 英一 
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（３）平成２４年５月３１日 

 

ご 挨 拶 

 

 

皆様方におかれましては長年にわたり(旧)財団法人大阪地域計画研究所(RPI)をご指導ご鞭

撻頂きありがとうございました。RPI も私が理事長を拝命しましてより早７年の歳月が経

過致しましたが、皆様方の強力なご支援のお陰で、何とか社会のため、人のために有意義

な事業を展開することができましたこと心より御礼申し上げます。 

この数年の間に世の中では法人改革が実に喧しく唱えられ、私たち RPI も例外ではなく、

その渦中にありました。この法人改革の柱は、法人格取得と公益認定の切り離し、準則主

義による非営利法人の登記での設立、主務官庁制廃止と民間有識者からなる合議制機関に

よる公益認定、公益認定要件の実定化、中間法人の統合、既存の公益法人の移行・解散な

どであります。私どもも 2 つの大きな選択肢として公益法人化するか、それとも一般法人

化するかの選択肢を迫られた訳であります。一体 RPI が今後存続できるのか、できるとす

ればその目標をどのように設定するのか、存在の意義は等々の議論を交わしたものですが、

結局は、RPI は一般財団法人へ移行するのが妥当であるとの結論に達しました。なぜ法人

改革をせねばならないのかなどの勉強会も開催し、皆で真剣に議論を行いました。そこで

昨年から一般財団法人化の申請書作成については詳細にわたる真剣な検討をして参りまし

た。特に昨年よりは当財団の監事を中心に、会計事務所のご指導を仰ぎ、頻繁に RPI の所

管の大阪府(政策企画部企画室)との折衝を行い、入念な準備をして参りました。 

一般財団法人に向けての具体的な前進の第一歩は準備委員会を開催し、新評議員を選出

することから始まりました。このため神戸大学川谷充郎先生、大阪市立大学山口隆司先生

及び関西大学鶴田浩章先生に準備委員としてご就任頂き、平成 23 年 2 月にこの準備委員会

を開催させて頂きました次第です。 

かくて、ほぼ２年と数か月の入念な準備を済ませ、本年 5 月末をもちまして RPI は一般

財団法人 大阪地域計画研究所として再出発することの認可を大阪府から頂きました。そ

して予定としては本年 6 月 1 日をもって一般財団法人として登記の手続きを完了し、法務

局からの認可の朗報を待つことになっております。 

これまで長きにわたり財団法人 RPI のため強力なご支援を頂きました皆様方には心より

御礼を申し上げ、今後とも新しく生まれ変わります一般財団法人大阪地域計画研究所に幾

久しくご指導ご鞭撻を賜るよう切にお願い申し上げる次第です。 

 皆様におかれましては今後とも益々のご健勝とご繁栄をお祈り申し上げます。 
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                大阪地域計画研究所 理事長 渡邊英一 
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§３．組織・体制 

（１）組織図 

１）平成１９年１２月２８日～ 

 （顧問） （担当理事）

 （監事） （Ａ会員）

 （事務局長） （Ｂ会員）

（Ｃ会員）

 （事務局長） （コンソーシアム参加者）

 （事務員） （事務局長）

�
受託業務およびその他の業務
（担当理事）

評議員会（Ｈ１９年度より）
 （評議員）

事務局
 （事務局長：監事より選出）

ＲＰＩ
（理事長）

理事会
 （理事）

ＢＭ研究会
（会長：理事より選出）

ＢＭＳコンソーシアム
（担当理事）

 

 

 

２）平成２１年１２月２８日～平成２４年５月３１日 

 （顧問） （担当理事）

 （監事） （Ａ会員）

 （事務局長） （Ｂ会員）

（Ｃ会員）

 （事務局長） （コンソーシアム参加者）

 （事務員） （事務局長）

�
受託業務およびその他の業務
（担当理事）

評議員会（Ｈ１９年度より）
 （評議員）

事務局
 （事務局長：監事より選出）

ＲＰＩ
（理事長）

理事会
 （理事）

ＢＭ研究会
（会長：理事より選出）

ＢＭＳコンソーシアム
（担当理事）
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（２）理事会・評議員会メンバー 

  １）平成１９年１２月２８日～ 

 

（H１７、１８年度）    （H１９年度） 

理事長：渡邊 英一     理事長：渡邊 英一 

理事：青井 實       理事：浅井 邦茂 

        浅井 邦茂         小野 紘一 

        大竹 将夫         金氏 眞 

        小野 紘一         寺西 功 

        金氏 眞          西田 行宏 

        杉井 謙一         藤田 耕治 

        高橋 正          古田 均 

        寺西 功          山上 哲示 

        西田 行宏         若林 保実 

        藤田 耕治      監事：飯田 一根 

        山上 哲示         牟田 俊文 

        若林 保実     評議員：青井 實 

監事：飯田 一根         大竹 将夫 

牟田 俊文         杉井 謙一            

                      高橋 正 

                      藤田 勝彦 

                      三田村 武 
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  ２）平成２１年１２月２８日～平成２４年５月３１日 

 

（H１７、１８年度）    （H１９年度～Ｈ２１年度現在） 

理事長：渡邊 英一     理事長：渡邊 英一 

理事：青井 實       理事：浅井 邦茂 

        浅井 邦茂         小野 紘一 

        大竹 将夫         金氏 眞 

        小野 紘一         寺西 功 

        金氏 眞          西田 行宏 

        杉井 謙一         藤田 耕治 

        高橋 正          古田 均 

        寺西 功          山上 哲示 

        西田 行宏         若林 保実 

        藤田 耕治      監事：飯田 一根 

        山上 哲示         牟田 俊文 

        若林 保実     評議員：青井 實 

監事：飯田 一根         大竹 将夫 

牟田 俊文         杉井 謙一            

                      高橋 正 

                      藤田 勝彦 

                      三田村 武 
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（３）理事・評議員メッセージ 

  １）平成１９年１２月２８日 

金氏 眞（理事） 

「青森県橋梁アセットマネジメントシステムの構築業務を受託し、日本で初めての

実用化レベルの BMS を開発しました。一民間企業、しかも建設会社がやるべき仕

事なのか・・・という質問は社内外から数多くいただきましたが、今ではわが社の

「CSR 報告書」にも紹介されるようになりました。RPI では収益目的でなく、社会

貢献を目的として事業推進する難しさはありますが、微力を尽くして参りたいと考

えています。」 

寺西 功（理事） 

「インフラは物だけでない情報、文化も運んできました。インフラは地域、国、大

陸を通じて地球全体を発展させました。ここに道があったら、橋があったらと、

身近にもその必要価値を見つけます。」 

西田 行宏（理事） 

「高度成長期の数のインフラ整備から、質のインフラ整備への変換に知恵を出す財

団活動を目指す。」 

藤田 耕治（理事） 

「交通インフラ整備事業は急激な環境変化を呈しているが、培ってきた解析技術や

ノウハウをもった情報システムを健全に維持・管理し、より高度なシステムを構

築して後進に継いでいくことが我々の責務である。その方策を論じたい。」 

古田 均（理事） 

「社会インフラの維持管理を的確に行わないと、今後多くの事故・災害が生じるこ

とが予想されます。ブリッジマネジメント研究会の活動を通じ、インフラ整備の重

要性を訴え、また産官学の力を結集し、新たな維持管理システムの開発を考えたい

と思います。」 

山上 哲示（理事） 

「インフラは空気みたいなもの。あって当然、なくなれば死活問題。荒廃するアメ

リカの日本への上陸を許すな、が合言葉。産官学オールジャパンの取り組み体制

構築が課題と思います。」 

若林 保美（理事） 

「道路を始めとする我が国のインフラは果たしてもう充分なのか・・。公共事業不

要論が跋扈する昨今、何が必要で、何が不要なのかを見極めて行きたいと思いま

す。」 

牟田 俊文（監事） 

「官主導で進められてきたインフラ整備を、使用者の目線で整備、維持するインフ

ラ整備に見直していくべく、産・官・学の共同作業の接着剤を目指す。」  



 -  - 21 

                                    

青井 實（評議員） 

「この財団を推進する私たちには、その道その道の技術プロフェッショナルであり

見える形の社会貢献をしてきた自負があります。また長年の指導経験や経営に関わ

ってまいった者たちばかりです。地球環境と資源環境がグローバルな領域で激変し

てゆく今日、私たち財団の構成員には眼に見える形の社会貢献が求められています。

私たちの専門での経験を国際化の視野で提言し企画し実行して行きます。この財団

の使命は確かな技術に裏付けされた社会貢献です！」 

杉井 謙一（評議員） 

「現在韓国にて、仁川空港島と仁川市とを結ぶ海上橋梁プロジェクトに参画してい

ます。韓国には聖水橋の教訓がありますが、まだまだ建設優先で将来の不安まで考

える状況にはありません。維持管理まで考えた設計・製作・施工を行うことの重要

性を理解してもらえるよう努力中です。」 

高橋 正（評議員） 

「現在の日本は、建設業界をはじめ全体的に閉塞状況にあり、その背景としては、

「より良い社会を創ろう」という意識の欠落があると思います。「より良い社会」実

現のためには、価値観が多様化した現代でも、身近なものから大きなテーマまで「健

全な常識」を再構築することが求められており、大阪地域計画研究所の活動が課題

の改善に少しでも寄与できればと考えております。」 

藤田 勝彦（評議員） 

「わが国の社会インフラを維持するために貢献する RPI の理念に賛同し、微力では

ありますが評議員としての役割を果たしたいと考えます。」 

三田村 武（評議員） 

「道路、橋梁といったインフラの効率的な建設、維持・補修は、これからの我が国

の技術者に課せられた課題であると思います。それらの課題に経験と知恵をしぼっ

て役立てることができれば幸いです。」 
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  ２）平成２１年１２月２８日 

金氏 眞（理事） 

「青森県橋梁アセットマネジメントシステムの構築業務を受託し、日本で初めての

実用化レベルの BMS を開発しました。一民間企業、しかも建設会社がやるべき仕

事なのか・・・という質問は社内外から数多くいただきましたが、今ではわが社の

「CSR 報告書」にも紹介されるようになりました。RPI では収益目的でなく、社会

貢献を目的として事業推進する難しさはありますが、微力を尽くして参りたいと考

えています。」 

寺西 功（理事） 

「わが町、地域、地方、国を発展させてきたインフラ整備、原点に戻り中長期的な

構想で掘り下げると、まだまだ投資せねばならないインフラ整備事業はあります。

大陸間にも目を向けて超大型建設事業にも積極的に立ち向かい、建設事業の技術

向上と世界平和にも貢献しましょう。公共構造物が発注者側の仕様スペックにと

らわれず各企業が独自の自信の持った製品で納め、ＰＣ基本ソフトのように使用

管理者の要求により、その都度改善・更新し寿命を延ばすシステムの構築をした

いものです。それには発注者と施工者にも責任と覚悟が必要です。」 

西田 行宏（理事） 

「高度成長期の数のインフラ整備から、質のインフラ整備への変換に知恵を出す財

団活動を目指す。」 

藤田 耕治（理事） 

「交通インフラ整備事業は急激な環境変化を呈しているが、培ってきた解析技術や

ノウハウをもった情報システムを健全に維持・管理し、より高度なシステムを構

築して後進に継いでいくことが我々の責務である。その方策を論じたい。」 

古田 均（理事） 

「社会インフラの維持管理を的確に行わないと、今後多くの事故・災害が生じるこ

とが予想されます。ブリッジマネジメント研究会の活動を通じ、インフラ整備の重

要性を訴え、また産官学の力を結集し、新たな維持管理システムの開発を考えたい

と思います。」 

山上 哲示（理事） 

「インフラは空気みたいなもの。あって当然、なくなれば死活問題。地球温暖化が

着目されていますが、保全の大切についても気が付いてほしいものです。いずれ

にしても産官学オールジャパンの取り組み体制構築が課題と思います。」 

若林 保美（理事） 

「道路を始めとする我が国のインフラは果たしてもう充分なのか・・。公共事業不

要論が跋扈する昨今、何が必要で、何が不要なのかを見極めて行きたいと思いま

す。」 
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牟田 俊文（監事） 

「官主導で進められてきたインフラ整備を、使用者の目線で整備、維持するインフ

ラ整備に見直していくべく、産・官・学の共同作業の接着剤を目指す。」 

青井 實（評議員） 

「私は昨秋から中国瀋陽市に住んでおります。設立した日中合弁会社の経営のため

にです。会社の事業目的は施工業です。この分野の日中合弁の存在は聞いたことが

ありません。成功するには技術を磨いて、中国式経営の悪しき点を是正してゆきま

す。昔と違ってこの国はとても富裕だと思います。とても大きい貧困層があること

も事実ですが。今の中国は海外投資を求めていないと思います。しかし先端技術の

導入にはとても貪欲です。文化、思想、習慣などあらゆる点で日本ととても違い疲

れた時期もありましたが、中華＝自己中を悟り目処がつきました。当分は中国暮ら

しです。日本が活性化するヒントをこの財団を通して発信したいと思います。なぜ

なら嫌でも中国抜きでは日本は成り立たないからです。でもアメリカも成り立たな

いのですから日本が自信をなくすことはいらないと思いませんか。」 

杉井 謙一（評議員） 

「建設プロジェクト満載の国に対して、維持管理まで考えた設計、製作、施工が重

要だと叫んできました。しかし、なかなか思うようには行きませんでした。建設プ

ロジェクトが一巡した国でも、維持管理の重要性を認識する一般人は少ないでしょ

う。普通の人に普通のことを理解していただくことの難しさを感じます。」 

高橋 正（評議員） 

「現在の日本は、建設業界をはじめ全体的に閉塞状況にあり、その背景としては、

「より良い社会を創ろう」という意識の欠落があると思います。「より良い社会」実

現のためには、価値観が多様化した現代でも、身近なものから大きなテーマまで「健

全な常識」を再構築することが求められており、大阪地域計画研究所の活動が課題

の改善に少しでも寄与できればと考えております。」 

藤田 勝彦（評議員） 

「わが国の社会インフラを維持するために貢献する RPI の理念に賛同し、微力では

ありますが評議員としての役割を果たしたいと考えます。」 

三田村 武（評議員） 

「道路、橋梁といったインフラの効率的な建設、維持・補修は、これからの我が国

の技術者に課せられた課題であると思います。それらの課題に経験と知恵をしぼっ

て役立てることができれば幸いです。」 
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§４．RPI 活動の経緯 

 

（１）H１７年度 

H１７．６．２３：H１７年度第１回理事会（京都大学） 

・ 理事長就任挨拶 

・ H１６年度事業報告・決算・監査報告承認 

・ H１７年度役員改選承認 

・ H１７年度事業計画・予算案審議承認 

  H１７．８．３０：RPI ホームページ開設 

・ 理事長挨拶 

  H１７．９．９：H１７年度第２回理事会・RPI 事務所開所式（大阪府豊中市） 

・ H１７年度事業計画詳細審議 

・ ブリッジマネジメント研究会・フォーラム協議 

・ 受託研究推進方法協議 

  H１７．９．３０～１０．４：臨時理事会（電子メール持ち回り） 

・ 寄付行為の変更審議（大阪に限定せず、日本全体を視野） 

  H１７．１０．２５：H１７年度第３回理事会（RPI 事務所） 

・ 寄付行為の変更方針決定 

・ 臨時理事会議事録確認 

  H１７．１２．２７：H１７年度第４回理事会（関西文化サロン） 

・ 「社会資本アセットマネジメント研究開発および普及促進事業」（BMS 事業） 

提案審議 

・ 「ブリッジマネジメント研究会（BM 研究会）」設立提案・協議 

（H１８．３設立準備会、H１８．６設立総会・シンポジウム、 

H１８．７IABMAS０６国際会議参加など） 

・ BMS コンソーシアム構想提案・審議 

  H１８．５．２４：H１７年度第 5 回理事会（関西文化サロン） 

・ BMS 事業推進のための民間よりの寄付金募集提案・審議 

・ BM 研究会設立確認、顧問任命、担当理事、など組織詳細審議・承認 

 

（２）H１８年度 

  H１８．６．７：BM 研究会設立総会（東京国際フォーラム） 

・ 理事長、設立主旨報告（詳細は詳細⑯参照） 

  H１８．６．７：第１回ブリッジマネジメントフォーラム（東京国際フォーラム） 

・ 理事長挨拶（詳細は詳細⑰参照） 
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  H１８．７．１２～２３：IABMAS０６国際会議参加（ポルトガル；ポルト） 

    ・ 理事長フォーラム参加                   

  H１８．８．２２：H１８年度第 1 回理事会（関西文化サロン） 

・ H１７年度決算報告・承認 

・ H１７年度受託業務２件報告（詳細は詳細㊳参照） 

・ H１８年度事業計画、収支計画審議・承認 

  H１８．１０．１５～１１．１３：臨時理事会（電子メール持ち回り） 

・ BMS コンソーシアム体制審議（汎用 BMS の開発体制、運用支援体制、開発

普及事業構成、事業収支など）承認 

・ H１８年度受託業務１件報告 

  H１８．１１．１：関西道路研究会・道路橋調査研究委員会橋梁講演会 

（ヴィアーレ大阪） 

・ 関道研委員長として挨拶（RPI 活動紹介）       

・ 講演；国土交通省道路局茅野道路保全企画官「これからの道路橋梁施設の管理」 

  H１８．１２．１８：BMS コンソーシアム東京説明会（八重洲ホール） 

・ 理事長挨拶、基調報告 

  H１８．１２．１９：BMS コンソーシアム大阪説明会（大阪国際交流センター） 

・ 理事長挨拶、基調報告 

  H１８．１２．１９：RPI 東京サテライトオフィス開設 

  H１９．１．５：理事懇談会（関西文化サロン） 

・ 海外事情報告（韓国事情・中国事情）（詳細は詳細㊺参照） 

  H１９．１．２６：RAMS 研究会（広島）講演（広島工業大学） 

・ 理事長講演「RPI ブリッジマネジメント研究会の活動と最近の話題」 

  H１９．４．２：臨時理事会（電子メール持ち回り） 

・ BMS コンソーシアム事務局長、技術顧問委嘱承認 

  H１９．４．１９：BMS コンソーシアム設立総会（東京弘済会館） 

・ 理事長挨拶（詳細は詳細㉝参照） 

  H１９．５．１０：理事懇談会（大阪市内） 

    ・ 情報交換・懇談 

  H１９．５．２５：H１８年度第 2 回理事会（関西文化サロン） 

・ 寄付行為の変更承認 

・ 理事会に加え、評議員会設置決定、評議員任命（理事変更含む） 

・ BM 研究会活動報告 

・ BMS コンソーシアム活動報告 

・ H１８年度受託業務３件報告（詳細は詳細㊴参照） 

・ H１８年度受託業務（共同研究方式）２件報告（詳細は詳細㊴参照） 
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  H１９．５．２７～３０：理事会韓国技術調査（韓国） 

・ 韓国サムスン建設会社訪問 

・ 仁川橋梁現地見学 

（３）H１９年度 

  H１９．６．２０：臨時理事会（電子メール持ち回り） 

    ・ BMS コンソーシアム、国土交通省関係先への PR の件協議 

  H１９．８．２４：H１９年度第 1 回理事会（関西文化サロン） 

・ H１８年度決算承認 

・ H１９年度事業計画、収支計画 

・ 受託業務報告（青森県より、「橋梁アセットマネジメント支援システム講習会

開催業務」「長寿命化計画策定業務」（予定））（詳細は詳細○29参照） 

・ パンフレット・ホームページ・活動報告書作成協議 

  H１９．８．２４：H１９年度第１回評議員会（関西文化サロン） 

・ 理事会協議議案審議 

・ 今後の評議員会運営に関する協議 

  H１９．９．４～：電子メール理事懇談会（電子メールにより情報交換） 

・ NHK クローズアップ現代放映に対する各位コメント 

  H１９．９．１４：平成１９年度土木学会年次学術講演会（広島工業大学） 

・ 理事長、研究討論会参加（詳細は詳細①参照） 

「人口減少下における社会基盤施設の維持・管理・長寿命化の重要性 

   －市民の理解を得るには？－」 

 H１９．１２．２１：理事長、日刊建設工業新聞紙上鼎談 

・ タイトル：近畿の道路ネットワークと維持管理を見据えた道づくり 

       （２００７年近畿の道路企画） 

メンバー：（国土交通省近畿地方整備局道路部長）宮地 淳夫 氏 

（西日本高速道路（株）管理事業本部管理事業部長）角 昌隆 氏 

（財団法人大阪地域計画研究所理事長）渡邊 英一  

・ 詳細②参照 

 H２０．１．５：理事懇談会（関西文化サロン） 

・ 海外事情報告（韓国事情） 

・ 技術開発報告（省力化ロボット開発他） 

 H２０．２．８：平成１９年度第２回理事会・評議員会（関西文化サロン） 

・ BM 研究会報告 

・ BMS コンソーシアム活動報告 
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（４）Ｈ２０年度 

 Ｈ２０．７．１３～１７：IABMAS‘０８（韓国ソウル） 

・ RPI 理事長、古田 均理事、及びその他理事、各種発表などに参加 

 Ｈ２０．７．６～８：インフラアセットマネジメント国際会議にて報告 

（トルコ、イスタンブール） 

・ RPI、金氏 眞理事、ワークショップに参加 

・ 報告テーマ：Asset Management Practice in japan 

 Ｈ２０．８．１２：平成２０年度第１回理事会・評議員会（関西文化サロン） 

・ H１９年度決算報告 

・ H２０年度事業計画 

 Ｈ２０．８．２５：講演会開催 

・ タイトル：長大橋の動的挙動 

・ 講師：東京大学教授 藤野 陽三 氏 

・ 主催：（財）大阪地域計画研究所 

・ 後援：国土交通省近畿地方整備局 

・ 詳細③参照 

 Ｈ２０．１０．３０：理事打ち合わせ（事務局） 

・ RPI 公益法人移行打ち合わせ 

・ ペリージョンソンコンサルタントよりヒアリング 

 Ｈ２０．１１．１１：平成２０年度第２回理事会・評議員会（関西文化サロン） 

・ RPI 公益法人化移行打ち合わせ 

・ RPI 活動積極化打ち合わせ 

 Ｈ２０．１２．２６：理事懇談会（関西文化サロン） 

・ RPI 公益法人化移行に関する報告 

・ 国際会議 CE２００８に関する理事長報告 

・ 海外事情報告（韓国事情） 

 Ｈ２１．２．２０：建設・環境マネジメント講演会にて講演（山口大学） 

・ 講演テーマ：米国橋梁維持管理の現状調査報告 

・ 講師：RPI 金氏 眞 理事 

・ 詳細④参照 

 Ｈ２１．５．１５：理事懇談会（関西文化サロン） 

・ RPI 公益法人制度改革勉強会（講師：理事長） 

・ 詳細⑤参照 

 Ｈ２１．５．２９：土木学会平成２０年度総会（東京） 

・ RPI 理事長、土木学会功績賞受賞 

・ 詳細⑥参照 
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（５）Ｈ２１年度 

 Ｈ２１．７．１０：茨城大学での講義（茨城大学） 

・ 講義テーマ：道路橋維持管理の必要性 

          橋梁長寿命化修繕計画とＢＭＳ 

・ 講師：RPI 金氏 眞 理事 

 Ｈ２１．７．２２～２４：第４回社会インフラの構造モニタリングに関する 

国際会議にて報告（スイス、チューリッヒ） 

・ 報告者：ＲＰＩ理事長、古田 均理事他 

・ タイトル：①Attempt for longevity of Bridges by Osaka Municipal Office 

②The Development of Practical Asset Management System for 

the Hanshin Expressway Network 

・ 詳細⑦参照  

 H２１．７．２３：平成２１年度第１回理事会・評議員会（関西文化サロン） 

・ H２０年度決算報告 

・ H２１年度事業計画 

 H２１．８．１０：関西大学先端科学技術推進機構研究部門別発表会（第１３回） 

講演 

・ 講演テーマ：道路施設維持管理業務の民間委託（海外事例紹介） 

 講師：RPI 金氏 眞 理事 

・ 詳細⑧参照 

 Ｈ２１．８．２１：構造物の維持補修技術研究会（ＲＡＭＳ） 

平成２０年度第２回定例講演会にて講演（広島工業大学） 

・ 講演テーマ：大阪市における橋梁資産の長超寿命化および更新に向けての 

新しい試み 

・ 講師：RPI 理事長 

・ 詳細⑨参照 

 Ｈ２１．９．１３～１７：第１０回構造物の安全性・信頼性に関する国際会議 

（ICOSSAR2009） 

・ RPI 古田 均理事、議長として主催し、論文５編発表。 

・ 報告者：RPI 理事長、古田 均理事他 

タイトル：Attempt for Expansion of Bridge Lives by Osaka Municipal 

Government 

・ 詳細⑩参照 
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 Ｈ２１．１０．１：理事打ち合わせ（事務局） 

・ ホームページ打ち合わせ 

 

 Ｈ２１．１１．２０：理事打ち合わせ（事務局） 

・ 活動記録編集打ち合わせ 

 

 Ｈ２２．１．１８：理事打ち合わせ（事務局） 

・ 報告書打ち合わせ 

 

（６）Ｈ２２年度 

 Ｈ２２．７．２２：理事打ち合わせ（事務局） 

・ 財団継続問題協議 

 

 Ｈ２２．８．１７：平成２２年度第１回理事会・評議員会（関西文化サロン） 

・ Ｈ２１年度決算報告 

・ Ｈ２２年度事業計画 

・ 財団継続戦略協議 

 

 Ｈ２２．８．３０：理事打ち合わせ（事務局） 

・ 一般財団法人移行体制協議 

 

 Ｈ２２．９．１４：川島事務所打ち合わせ（事務局） 

・ 一般財団法人移行 

・ 同スケジュール確認 

 

 Ｈ２２．１０．６：平成２２年度第２回理事会・評議員会（関西文化サロン） 

・ RPI 公益法人化移行 

・ 準備委員会 

・ 川島事務所紹介 

 

 Ｈ２２．１２．２４：理事懇談会（関西文化サロン） 

・ 一般財団法人定款検討 

・ KISS 設立情報交換 

・ 話題提供（１）カリマンダン森林火災防止への提言（小野理事） 

・ 話題提供（２）兵庫県における橋梁長寿命化の取り組み（三田村評議員） 

・ 「円卓会議」概要報告（理事長、古田理事） 
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 Ｈ２３．１．１９：理事打ち合わせ（事務局） 

・ 財団継続戦略協議 

 

 Ｈ２３．３．１１：理事懇談会「徳島東環状線、東環状大橋」見学（徳島県庁） 

 

（７）Ｈ２３年度 

 Ｈ２３．８．１７：平成２３年度第１回理事会・評議員会（関西文化サロン） 

・ Ｈ２２年度決算報告 

・ Ｈ２３年度事業報告 

・ 一般財団法人化諸手続報告 

・ 理事長講演「橋梁ファブリケータの立場からの橋梁維持管理の事業性を考え

る」 

・ 詳細⑪参照 

 

 Ｈ２３．９．１６：理事打ち合わせ（事務局） 

・ 一般財団法人化手続協議 

 

 Ｈ２３．９．１６：平成２３年度「橋梁の維持・管理・補修・補強」講習会講演 

（高知工業高等専門学校） 

・ 講演テーマ：橋の長寿命化のための維持・管理・補修・補強と社会的意義 

・ 講師：RPI 理事長 

・ 詳細⑫参照 

 

 Ｈ２３．１０．１：駒井ハルテック技報（vol.1.2011）への投稿 

・ テーマ：橋の安全性・破壊確率について 

・ 投稿者：RPI 理事長 

・ 詳細⑬参照 

 

 Ｈ２３．１０．２９：第２４回、京大、韓国科学技術院、タイ・チュラロンコン大、

国立台湾大、国立シンガポール大、定例 KKCNN 

・ テーマ：わが国の橋の性能照査型設計法への移行の現状と 

橋の設計安全性・信頼性とその経時変化について 

・ 発表者：RPI 理事長 

・ 詳細⑭参照 
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 Ｈ２３．１２．２７：理事懇談会（関西文化サロン） 

・ 東日本大震災に関する技術情報交換 

 

 Ｈ２４．１．２０：ポーランド理論応用力学会誌投稿 

・ テーマ：RELIABILITY OF BRIDGES EVALUATED THROUGH GENERAL 

PRINCIPLES FOR THE LIMIT STATE DESIGN BY JAPAN 

SOCIETY OF CIVIL ENGINEERS 

・ 投稿者：RPI 理事長 

・ 詳細⑮参照 

 

 Ｈ２４．２．２３：評議員会（関西文化サロン） 

・ 一般財団法人での新評議員選出 

 

 Ｈ２４．４．１０：理事打ち合わせ（事務局） 

・ 一般財団法人としての事業計画討議 

 

 Ｈ２４．５．２１：理事打ち合わせ（事務局） 

・ 一般財団法人としての体制討議 

 

 Ｈ２４．５．２５：平成２３年度第２回理事会・評議員会（関西文化サロン） 

・ 現法人の理事、監事の辞任 

・ 新法人の理事、監事の選任 

・ 新法人の理事、監事の承認 
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§５．BM 研究会活動 

 

（１）組織図 

  １）平成１９年１２月２８日～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 

理事会 

会 長 

運営委員会 技術委員会 情報共有委員会 

古田均（関西大学） 

委員長：会長兼任 委員長：川谷充郎    委員長：小林潔司    

運営委員/Ａ 

山本昇（青森県） 

北山明生（大阪府） 

金治英貞 
（阪神高速管理技術センター） 

運営委員/Ｂ 

川谷充郎（神戸大学） 

小林潔司（京都大学） 

山崎淳（日本大学） 

伊藤義人（名古屋大学） 

杉浦邦征（京都大学） 

宮本文穂（山口大学） 

日野伸一（九州大学） 

那須清吾（高知工科大学） 

近田康夫（金沢大学） 

睦好宏史（埼玉大学） 

鈴木基行（東北大学） 

杉本博之（北海学園大学） 

運営委員/Ｃ 

松村英樹（新構造技術） 

山上哲示（三菱重工橋梁） 

家入正隆（ＪＴＳ） 

金氏眞（鹿島建設） 

渡邊英一 

担当理事：藤田耕治、金氏眞 

運営幹事会 

幹事/Ｂ 

竹林幹雄（神戸大学） 

山口隆司（大阪市立大学） 

鶴田浩章（関西大学） 

高田和幸（東京電機大学） 

岩城一郎（日本大学） 

北原武嗣（関東学院大学） 

 

幹事/Ｃ 

岩井稔（鹿島建設） 

寺村悟（電気化学工業） 

夏秋義広（片山ストラテック） 

石崎茂（富士技研） 

菅野芳夫（共和技術研究所） 

技術委員/Ｂ 

坂野昌弘（関西大学） 

服部篤史（京都大学） 

杉浦邦征（京都大学） 

宮本文穂（山口大学） 

日野伸一（九州大学） 

那須清吾（高知工科大学） 

近田康夫（金沢大学） 

呉智深（茨城大学） 

鈴木基行（東北大学） 

杉本博之（北海学園大学） 

山口隆司（大阪市立大学） 

鶴田浩章（関西大学） 

岩城一郎（日本大学） 

北原武嗣（関東学院大学） 

 

情報共有委員/Ｂ 

竹林幹雄（神戸大学） 

高田和幸（東京電機大学） 

 

情報共有委員/Ｃ 

家入正隆（ＪＴＳ） 

技術委員/Ｃ 

岩井稔（鹿島建設） 

寺村悟（電気化学工業） 

阪神高速技術 
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  ２）平成２１年１２月２８日～平成２４年５月３１日 
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理事会 

会 長 

運営委員会 技術委員会 情報共有委員会 

古田均（関西大学） 

委員長：会長兼任 委員長：川谷充郎    委員長：小林潔司    

運営委員/Ａ 

山本昇（青森県） 

北山明生（大阪府） 

金治英貞 
（阪神高速管理技術センター） 

運営委員/Ｂ 

川谷充郎（神戸大学） 

小林潔司（京都大学） 

山崎淳（日本大学） 

伊藤義人（名古屋大学） 

杉浦邦征（京都大学） 

宮本文穂（山口大学） 

日野伸一（九州大学） 

那須清吾（高知工科大学） 

近田康夫（金沢大学） 

睦好宏史（埼玉大学） 

鈴木基行（東北大学） 

杉本博之（北海学園大学） 

運営委員/Ｃ 

松村英樹（新構造技術） 

山上哲示（三菱重工橋梁） 

家入正隆（ＪＴＳ） 

金氏眞（鹿島建設） 

渡邊英一 

担当理事：藤田耕治、金氏眞 

運営幹事会 

幹事/Ｂ 

竹林幹雄（神戸大学） 

山口隆司（大阪市立大学） 

鶴田浩章（関西大学） 

高田和幸（東京電機大学） 

岩城一郎（日本大学） 

北原武嗣（関東学院大学） 

 

幹事/Ｃ 

岩井稔（鹿島建設） 

寺村悟（電気化学工業） 

夏秋義広（片山ストラテック） 

石崎茂（富士技研） 

菅野芳夫（共和技術研究所） 

技術委員/Ｂ 

坂野昌弘（関西大学） 

服部篤史（京都大学） 

杉浦邦征（京都大学） 

宮本文穂（山口大学） 

日野伸一（九州大学） 

那須清吾（高知工科大学） 

近田康夫（金沢大学） 

呉智深（茨城大学） 

鈴木基行（東北大学） 

杉本博之（北海学園大学） 

山口隆司（大阪市立大学） 

鶴田浩章（関西大学） 

岩城一郎（日本大学） 

北原武嗣（関東学院大学） 

 

情報共有委員/Ｂ 

竹林幹雄（神戸大学） 

高田和幸（東京電機大学） 

 

情報共有委員/Ｃ 

家入正隆（ＪＴＳ） 

技術委員/Ｃ 

岩井稔（鹿島建設） 

寺村悟（電気化学工業） 

阪神高速技術 
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（２）会員構成 

１）平成１９年１２月２８日～ 

A 会員 

会員名 担当部署 

02 青森県 県土整備部 道路課 橋梁･市町村道グループ 

07 福島県 土木部 道路領域道路 管理グループ 

11 埼玉県 県土整備部 道路施策課 

27 大阪府 都市整備部 交通道路室 道路環境課 

28 兵庫県 県土整備部 県土企画局 技術企画課  

30 和歌山県 県土整備部 道路保全課 保全班 

31 鳥取県 県土整備部 道路企画課 

34 広島県 土木部 土木整備局 道路保全室 道路補修グループ 

35 山口県 土木建築部 宇部港湾管理事務所 

福岡市 福岡市役所 土木局 道路計画部 道路維持課 

阪神高速道路（株） 保全施設部 保全企画グループ 

(財)阪神高速道路管理技術センター   

（社）施工技術総合研究所 研究第二部 

（社）日本鋼構造協会   

（財）日本建設情報総合センター   

 

B 会員 

大学名 会員名 所 属 

弘前大学 津村 浩三 理工学部 

弘前大学 上原子 晶久 理工学部 地球環境学科 

八戸工業大学 長谷川 明 工学部 環境建設工学科 

東北大学 鈴木 基行 大学院 工学研究科 土木工学専攻 

日本大学 岩城 一郎 工学部 土木工学科 

日本大学 子田 康弘 工学部 土木工学科 

茨城大学 横山 功一 工学部 都市システム工学科 

茨城大学 呉 智深 工学部 都市システム工学科  

宇都宮大学 中島 章典 大学院 工学研究科 情報制御システム科学専攻 

宇都宮大学 鈴木 康夫 工学部 

東京電機大学 高田 和幸 理工学部 建設環境工学科 
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日本大学 柳沼 善明 理工学部 社会交通工学科 

首都大学東京 前田 研一   

明星大学 鈴木 博之 理工学部 建築学科 

関東学院大学 出雲 淳一 工学部 社会環境システム学科 

関東学院大学 北原 武嗣 工学部 社会環境システム学科 

長岡技術大学 下村 匠 環境・建設系 

金沢大学 近田 康夫 大学院 自然科学研究科 環境科学専攻 

金沢大学 久保 善司 大学院 自然科学研究科 

金沢工業大学 木村 定雄 環境・建築学部 環境土木工学科 

岐阜大学 鎌田敏郎   

名古屋工業大学 永田 和寿 大学院 工学研究科 社会工学専攻 

中部大学 小林 孝一 工学部 都市建設工学科 

京都大学 河野 広隆 大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 

京都大学 杉浦 邦征 大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 

京都大学 大島 義信 大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 

京都大学 宇都宮 智昭 大学院 工学研究科 社会基盤工学専攻 構造材料学  

大阪大学  金 裕哲 接合科学研究所  

大阪大学 大倉 一郎 大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 

大阪市立大学 山口 隆司 大学院 工学研究科 都市系専攻 

大阪産業大学 飯田 毅 工学部 都市創造工学科 

関西大学 古田 均 関西大学 総合情報学部 

関西大学 鶴田 浩章 関西大学 工学部 都市環境工学科 

神戸大学 川谷 充郎 工学部 建設学科 

神戸大学 竹林 幹雄 工学部 建設学科 土木工学教室 

鳥取大学 井上 正一 工学部 土木工学科 

岡山大学 綾野 克紀 廃棄物マネジメント研究センター 

広島大学 藤井 堅 大学院 工学研究科 社会環境システム専攻 

山口大学 宮本 文穂 大学院 理工学研究科 環境共生系専攻 

山口大学 河村 圭   

香川大学 白木 渡 工学部 信頼性情報工学科 

香川大学 松島 学 工学部 安全システム建設工学科 

九州大学 松下 博通 大学院 工学研究科 建設デザイン部門 

九州大学 日野 伸一  大学院 工学研究院 建設デザイン部門 

九州大学 濱田 秀則 大学院 工学研究科 建設デザイン部門 

九州大学 梶田 幸秀 大学院 工学研究科 建設デザイン部門 
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九州大学 佐川 康貴 大学院 工学研究科 建設デザイン部門 

九州工業大学 山口 栄輝 工学部 建設社会工学科 

鹿児島大学 河野健二 工学部 海洋土木工学科 建設システム工学講座 

 

 C 会員 

会員名 所属 

（株）荒谷建設コンサルタント 鳥取支社 技術部設計課 

（株）オーデックス 経営企画室 

（株）オリエンタルコンサルタンツ 本社業務本部 

カジマ・リノベイト（株）   

鹿島建設（株） 土木管理本部土木技術部リニューアルグループ 

川口金属工業（株） 技術本部技術 2部 

（株）近代設計 大阪支社 技術第二部 

（株）栗本鐵工所 技術開発本部研究開発部構造グループ 

（株）建設技術研究所 九州支社 道路・交通部 

国際航業（株） 技術本部道路計画部橋梁担当 

ジェイアール西日本コンサルタンツ（株） 調査計測部 

新構造技術（株） 技術本部 

大日本コンサルタント（株） 構造事業部 

中央コンサルタンツ（株） 基盤整備部 

中電技術コンサルタント（株）   

（株）長大 構造事業本部．西日本構造事業部 

電気化学工業（株）   

富永技術士事務所   

（株）日建設計シビル 設計部 

（株）日本工業試験所 コンサルタント事業部 

（株）ニュージェック 総務グループ総務チーム 

（株）ピーエス三菱 土木本部 土木統括部 

（株）福山コンサルタント  経営企画本部 

（株）富士技建 技術開発部 

復建調査設計（株） LCM室 

八千代エンジニヤリング（株） 技術推進本部マネジメント部 

リテックエンジニアリング（株）   
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  ２)平成２１年１２月２８日～平成２４年５月３１日 

A 会員 

会員名 担当部署 

02 青森県 県土整備部 道路課 橋梁･市町村道グループ 

07 福島県 土木部 道路領域道路 管理グループ 

11 埼玉県 県土整備部 道路施策課 

27 大阪府 都市整備部 交通道路室 道路環境課 

28 兵庫県 県土整備部 県土企画局 技術企画課  

30 和歌山県 県土整備部 道路保全課 保全班 

31 鳥取県 県土整備部 道路企画課 

34 広島県 土木部 土木整備局 道路保全室 道路補修グループ 

35 山口県 土木建築部 宇部港湾管理事務所 

福岡市 福岡市役所 土木局 道路計画部 道路維持課 

阪神高速道路（株） 保全施設部 保全企画グループ 

(財)阪神高速道路管理技術センター   

（社）施工技術総合研究所 研究第二部 

（社）日本鋼構造協会   

（財）日本建設情報総合センター   

 

B 会員 

大学名 会員名 所 属 

弘前大学 津村 浩三 理工学部 

弘前大学 上原子 晶久 理工学部 地球環境学科 

八戸工業大学 長谷川 明 工学部 環境建設工学科 

東北大学 鈴木 基行 大学院 工学研究科 土木工学専攻 

日本大学 岩城 一郎 工学部 土木工学科 

日本大学 子田 康弘 工学部 土木工学科 

茨城大学 横山 功一 工学部 都市システム工学科 

茨城大学 呉 智深 工学部 都市システム工学科  

宇都宮大学 中島 章典 大学院 工学研究科 情報制御システム科学専攻 

宇都宮大学 鈴木 康夫 工学部 

東京電機大学 高田 和幸 理工学部 建設環境工学科 

日本大学 柳沼 善明 理工学部 社会交通工学科 
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首都大学東京 前田 研一   

明星大学 鈴木 博之 理工学部 建築学科 

関東学院大学 出雲 淳一 工学部 社会環境システム学科 

関東学院大学 北原 武嗣 工学部 社会環境システム学科 

長岡技術大学 下村 匠 環境・建設系 

金沢大学 近田 康夫 大学院 自然科学研究科 環境科学専攻 

金沢大学 久保 善司 大学院 自然科学研究科 

金沢工業大学 木村 定雄 環境・建築学部 環境土木工学科 

岐阜大学 鎌田敏郎   

名古屋工業大学 永田 和寿 大学院 工学研究科 社会工学専攻 

中部大学 小林 孝一 工学部 都市建設工学科 

京都大学 河野 広隆 大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 

京都大学 杉浦 邦征 大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 

京都大学 大島 義信 大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 

京都大学 宇都宮 智昭 大学院 工学研究科 社会基盤工学専攻 構造材料学  

大阪大学  金 裕哲 接合科学研究所  

大阪大学 大倉 一郎 大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 

大阪市立大学 山口 隆司 大学院 工学研究科 都市系専攻 

大阪産業大学 飯田 毅 工学部 都市創造工学科 

関西大学 古田 均 関西大学 総合情報学部 

関西大学 鶴田 浩章 関西大学 工学部 都市環境工学科 

神戸大学 川谷 充郎 工学部 建設学科 

神戸大学 竹林 幹雄 工学部 建設学科 土木工学教室 

鳥取大学 井上 正一 工学部 土木工学科 

岡山大学 綾野 克紀 廃棄物マネジメント研究センター 

広島大学 藤井 堅 大学院 工学研究科 社会環境システム専攻 

山口大学 宮本 文穂 大学院 理工学研究科 環境共生系専攻 

山口大学 河村 圭   

香川大学 白木 渡 工学部 信頼性情報工学科 

香川大学 松島 学 工学部 安全システム建設工学科 

九州大学 松下 博通 大学院 工学研究科 建設デザイン部門 

九州大学 日野 伸一  大学院 工学研究院 建設デザイン部門 

九州大学 濱田 秀則 大学院 工学研究科 建設デザイン部門 

九州大学 梶田 幸秀 大学院 工学研究科 建設デザイン部門 

九州大学 佐川 康貴 大学院 工学研究科 建設デザイン部門 
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九州工業大学 山口 栄輝 工学部 建設社会工学科 

鹿児島大学 河野健二 工学部 海洋土木工学科 建設システム工学講座 

 

 C 会員 

会員名 所属 

（株）荒谷建設コンサルタント 鳥取支社 技術部設計課 

（株）オーデックス 経営企画室 

（株）オリエンタルコンサルタンツ 本社業務本部 

カジマ・リノベイト（株）   

鹿島建設（株） 土木管理本部土木技術部リニューアルグループ 

川口金属工業（株） 技術本部技術 2部 

（株）近代設計 大阪支社 技術第二部 

（株）栗本鐵工所 技術開発本部研究開発部構造グループ 

（株）建設技術研究所 九州支社 道路・交通部 

国際航業（株） 技術本部道路計画部橋梁担当 

ジェイアール西日本コンサルタンツ（株） 調査計測部 

新構造技術（株） 技術本部 

大日本コンサルタント（株） 構造事業部 

中央コンサルタンツ（株） 基盤整備部 

中電技術コンサルタント（株）   

（株）長大 構造事業本部．西日本構造事業部 

電気化学工業（株）   

富永技術士事務所   

（株）日建設計シビル 設計部 

（株）日本工業試験所 コンサルタント事業部 

（株）ニュージェック 総務グループ総務チーム 

（株）ピーエス三菱 土木本部 土木統括部 

（株）福山コンサルタント  経営企画本部 

（株）富士技建 技術開発部 

復建調査設計（株） LCM室 

八千代エンジニヤリング（株） 技術推進本部マネジメント部 

リテックエンジニアリング（株）   
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（３）活動報告 

１）H１８年度 

  H１８．６．７：BM 研究会設立総会（東京国際フォーラム） 

・ 理事長挨拶（渡邊理事長）（詳細は詳細⑯参照） 

・ 活動方針報告（研究会古田会長） 

  H１８．６．７：第１回ブリッジマネジメントフォーラム（東京国際フォーラム） 

・ 理事長挨拶（詳細は詳細⑰参照） 

  H１８．６．２４：幹事会（エルイン京都） 

・ 幹事会・技術委員会立ち上げ協議 

・ 共同研究計画・協議 

・ 研究会メンバー募集活動協議 

  H１８．７．１２～２３：IABMAS’06 国際会議参加（ポルトガル、ポルト） 

・ IABMAS０６での発表 

・ カタルニア大学でワークショップ開催 

  H１８．７．３１：幹事会（鹿島建設関西支社） 

・ IABMAS０６参加報告 

・ メンバー募集計画協議 

・ BM 研究会ホームページ活動協議 

・ 第２回ブリッジマネジメントフォーラム協議 

・ 共同研究推進報告 

  H１８．８．１１：幹事会（鹿島建設本社） 

・ 第２回ブリッジマネジメントフォーラム協議 

・ H１８年度共同研究進捗報告 

・ 参加メンバー報告・募集協議 

  H１８．８．３０：BM 研究会ホームページ開設 

  H１８．９．２：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ BM 研究会メンバー募集状況報告 

・ 第２回ブリッジマネジメントフォーラム協議 

・ 共同研究打ち合わせ（テーマ、メンバー、事務処理など） 

  H１８．９．３０：幹事会（鹿島建設大阪営業所） 

    ・ BM 研究会事業計画協議 

・ 共同研究募集要領協議 

・ 第２回ブリッジマネジメントフォーラム協議 

・ 情報共有プラットフォーム協議 

  H１８．１１．６：幹事会 
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・ 第２回ブリッジマネジメントフォーラム協議 

・ 事業計画協議 

・ 共同研究確認 

・ メンバー募集協議 

  H１８．１２．１：広島ブリッジマネジメントワークショップ（広島市内） 

    ・ 広島工業大学（中山教授）と共同開催 

・ 詳細は詳細⑱参照 

  H１８．１２．６：第２回ブリッジマネジメントフォーラム（大阪市立大学文化 

・ 詳細は詳細⑲参照                   交流センター） 

  H１８．１２．１１：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ ワークショップ、フォーラム反省 

・ BM 研究会規約・共同研究事業実施要領協議 

・ 情報共有プラットフォーム協議 

  H１９．１．３１：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ BM 研究会規約協議 

・ 共同研究経過報告 

・ BM 研究会ホームページ協議 

  Ｈ１９．４．７：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ H１８年度共同研究報告（詳細は詳細㊴参照） 

・ BM 研究会総会・共同研究報告会協議 

・ BM 研究会ホームページ協議 

・ 第３回フォーラム開催準備協議 

 

  ２）H１９年度 

  H１９．６．２：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ 第２回 BM 研究会総会開催準備協議 

・ 共同研究報告会開催準備協議 

  H１９．６．７：第２回 BM 研究会総会・共同研究報告会（東京弘済会館） 

・ 詳細は詳細㊴参照 

Ｈ１９．７．１７：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ 第３回フォーラム開催準備協議 

H１９．８．３：第３回ブリッジマネジメントフォーラム（東京市ヶ谷私学会館） 

  ・ 詳細は詳細⑳参照 

H１９．９．１１：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ 横浜ブリッジマネジメントワークショップ協議 

・ 北海道ブリッジマネジメントワークショップ協議 
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・ 第３回ブリッジマネジメントフォーラム反省 

・ 共同研究提案（予定）テーマ協議 

・ 今後の BM 研究会運営方針協議 

  Ｈ１９．９．２５：横浜ブリッジマネジメントワークショップ（横浜市内） 

    ・ 道路橋補修補強ｉ－ギルド研究会と共同開催 

    ・ 詳細は詳細㉑参照 

  H１９．１０．４～５：北海道ブリッジマネジメントワークショップ（北海道内） 

    ・ 北海道土木技術会と共同開催 

・ 詳細は詳細㉒参照 

  Ｈ１９．１２．５：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ 鳥取ブリッジマネジメントワークショップ協議 

・ 共同研究に関する協議 

  Ｈ１９．１２．１１：鳥取ブリッジマネジメントワークショップ（鳥取市内） 

・ 鳥取大学（井上教授）と共同開催 

・ 詳細は詳細㉓参照 

 H２０．２．２６：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ ブリッジマネジメントワークショップ、研究会総会打ち合わせ 

 H２０．４．１４：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ 高松ブリッジマネジメントワークショップ打ち合わせ 

・ ブリッジマネジメント研究会第３回総会打ち合わせ 

・ 共同研究中間報告 

・ H１９年度報告 

・ H２０年度計画 

 H２０．５．３０：高松ブリッジマネジメントワークショップ（香川大学） 

・ 香川大学（白木 渡教授）危機管理研究センターと共同開催 

・ 共催：道路橋補修・補強ｉ－ギルド研究会 

・ 詳細㉔参照 

 

３）H２０年度 

 H２０．６．５：ブリッジマネジメント研究会第３回総会（関西大学東京センター） 

・ 平成１９年度活動報告 

・ 平成２０年度活動計画 

・ 詳細㉕参照 

 H２０．６．５：第４回ブリッジマネジメントフォーラム（関西大学東京センター） 

・ 講演（１）道路橋の維持管理、予防保全、長寿命化について 

講師：名古屋大学教授 山田 健太郎 氏 
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・ 講演（２）青森県橋梁長寿命化修繕計画の策定 

講師：同上策定委員会委員 松村 英樹 氏 

・ 講演（３）道路施設保全業務の包括的民間委託について（海外事例報告） 

講師：RPI 金氏 眞 理事 

・ 詳細㉖参照 

 H２０．７．２８：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ 高松ブリッジマネジメントワークショップ報告 

・ ブリッジマネジメント研究会第３回総会報告 

・ 第４回ブリッジマネジメントフォーラム報告 

・ 共同研究報告 

 H２０．１０．６：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ 金沢ブリッジマネジメントワークショップ打ち合わせ 

・ 第５回ブリッジマネジメントフォーラム打ち合わせ 

・ 共同研究報告 

 H２０．１１．２１：金沢ブリッジマネジメントワークショップ（金沢市内） 

・ 金沢大学（近田 康夫教授）と共同開催 

・ 共催：石川県建設コンサルタント協会、富山県技術士会、（社）富山県測量設計

業協会、北陸技術士懇談会、道路橋補修補強ｉ－ギルド研究会 

・ 詳細㉗参照 

 H２１．１．７：幹事会（大阪市立大学文化交流センター） 

・ 山口ブリッジマネジメントワークショップ打ち合わせ 

 H２１．２．２０：山口ブリッジマネジメントワークショップ（山口大学） 

・ 山口大学（宮本 文穂教授）と共同開催 

・ 共催：第８回建設・環境マネジメント講演会 

・ 詳細④参照 

 H２１．４．２７：幹事会（阪神高速道路管理技術センター） 

・ 第５回ブリッジマネジメントフォーラム打ち合わせ 

 

４）H２１年度 

 H２１．６．１：ブリッジマネジメント研究会第４回総会（大阪市立大学文化交流 C） 

・ 平成２０年度活動報告 

・ 平成２１年度活動計画 

・ 詳細㉘参照 

 H２１．６．１：第５回ブリッジマネジメントフォーラム（大阪市立大学文化交流 C） 

・ 講演（１）橋梁の維持管理の現状と展望 

講師：大阪市立大学名誉教授 北田 俊行 氏 
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・ 講演（２）塩害による劣化が進行した PC 橋の耐荷性能評価に関する研究 

講師：日本大学准教授 岩城 一郎 氏 

・ 詳細㉙参照 

 

 H２２．３．１８：講演会「関西発 インフラ技術者の育成に向けて」（建設交流館） 

・ 主催：BME（ブリッジマネジメントエンジニアリング）研究会 

関西大学先端科学技術推進機構 

RPI（財団法人 大阪地域計画研究所） 

関西道路研究会 

・ 講演（１）橋の長寿命化に向けての我国における最近の話題 

講師：渡邉理事長 

・ 講演（２）既設橋梁のための、維持管理技術者に必要なこと、および緊急補強シ

ステムの必要性 

講師：元大阪市立大学 北田俊之 氏 

・ 講演（３）アセットマネジメントの実践と技術の継承 

講師：京都大学 小林潔司 氏 

・ 講演（４）橋梁の長寿命化計画策定の要点と技術的課題 

講師：神戸大学 森川英典 氏 

・ 講演（５）諸外国とわが国の橋梁維持管理の現状と課題 

講師：関西大学 古田均 氏（RPI 理事） 

・ パネルディスカッション 

・ 提案「産官学での人材育成に向けて」 

提案者：関西大学 古田均 氏（RPI 理事） 
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５）H２２年度 

 H２２．６．２１：ブリッジマネジメント研究会第５回総会（大阪市立大学文化交流 C） 

・ 平成２１年度活動報告 

・ 平成２２年度活動計画 

 

 H２２．６．２１：第６回ブリッジマネジメントフォーラム（大阪市立大学文化交流 C） 

・ 講演（１）コンサルタントから見た橋梁維持管理の現場事情（その１） 

講師：（株）建設技術研究所 鈴木直人 氏 

・ 講演（２）コンサルタントから見た橋梁維持管理の現場事情（その２） 

講師：パシフィックコンサルタンツ（株） 藤井久矢 氏 

・ 詳細㉚参照 

 

６）H２３年度 

 H２３．６．２４：ブリッジマネジメント研究会第６回総会（大阪市立大学文化交流 C） 

・ 平成２２年度活動報告 

・ 平成２３年度活動計画 

 

 H２３．６．２４：第７回ブリッジマネジメントフォーラム（大阪市立大学文化交流 C） 

・ 講演（１）“東北発”橋梁長寿命化のための研究紹介 

講師：日本大学工学部 岩城一郎 氏 

・ 講演（２）奈良県のＢＭＳ 

講師：奈良県土木部道路管理課 浜本雄司 氏 

・ 詳細㉛参照 

 

 H２３．６．２９：NPO 関西橋梁維持管理－大学コンソーシアム（KISS）支援 

キックオフ講演会出席 

・ NPO 理事長に古田 RPI 理事 

・ 詳細㉜参照 
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§６．BMS コンソーシアム 

 

（１）コンソーシアムの構成 

  １）平成１９年１２月２８日～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）平成２１年１２月２８日～平成２４年５月３１日 
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（２）コンソーシアムの運営組織 

  １）平成１９年１２月２８日～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）平成２１年１２月２８日～平成２４年５月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 -  - 48 

（３）運用支援会社 

  １）平成１９年１２月２８日～ 

H１９．１２．２０現在（２１社） 

会社名 本社所在地 

アサヒコンサルタント株式会社 鳥取県 

株式会社荒谷建設コンサルタント 広島県 

いであ株式会社 東京都 

エヌシーイ－株式会社 新潟県 

株式会社オオバ 東京都 

開発技建株式会社 新潟県 

開発虎ノ門コンサルタント株式会社 東京都 

株式会社構造設計研究所 福井県 

国際航業株式会社 東京都 

株式会社サンワコン 福井県 

新構造技術株式会社 東京都 

正和設計株式会社 滋賀県 

玉野総合コンサルタント株式会社 愛知県 

中央コンサルタンツ株式会社 愛知県 

中電技術コンサルタント株式会社 広島県 

株式会社東京建設コンサルタント 東京都 

中日本建設コンサルタント株式会社 愛知県 

株式会社日建設計シビル 大阪府 

株式会社福山コンサルタント 福岡県 

八千代エンジニヤリング株式会社 東京都 

リテックエンジニアリング株式会社 東京都 
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  ２）平成２１年１２月２８日～平成２４年５月３１日 

Ｈ２１．１２．１ 現在 

運用支援会社 ２６社 

 

会社名 本社所在地 

株式会社荒谷建設コンサルタント 広島県 

いであ株式会社 東京都 

株式会社オオバ 東京都 

開発技建株式会社 新潟県 

開発虎ノ門コンサルタント株式会社 東京都 

鹿島建設株式会社 東京都 

株式会社キタコン 青森県 

共和コンサルタント株式会社 埼玉県 

国土建設コンサルタント株式会社 茨城県 

株式会社コサカ技研 青森県 

佐藤技術株式会社 青森県 

サンコーコンサルタント株式会社 東京都 

株式会社サンワコン 福井県 

新構造技術株式会社 東京都 

株式会社新日本コンサルタント 富山県 

株式会社大成コンサル 青森県 

玉野総合コンサルタント株式会社 愛知県 

中電技術コンサルタント株式会社 広島県 

株式会社東京建設コンサルタント 東京都 

東北建設コンサルタント株式会社 青森県 

中日本建設コンサルタント株式会社 愛知県 

株式会社日建設計シビル 大阪府 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング 東京都 

株式会社みちのく計画 青森県 

八千代エンジニヤリング株式会社 東京都 

リテックエンジニアリング株式会社 東京都 
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  ３）平成２４年６月１日（予定） 

Ｈ２４．６．１ 現在 

運用支援会社 ３１社 

 

会社名 本社所在地 

株式会社荒谷建設コンサルタント 広島県 

いであ株式会社 東京都 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 東京都 

一般財団法人茨城県建設技術公社 茨城県 

エイト技術株式会社 青森県 

株式会社オオバ 東京都 

開発技建株式会社 新潟県 

開発虎ノ門コンサルタント株式会社 東京都 

鹿島建設株式会社 東京都 

株式会社キタコン 青森県 

共和コンサルタント株式会社 埼玉県 

晃和調査設計株式会社 大阪府 

国土建設コンサルタント株式会社 茨城県 

株式会社コサカ技研 青森県 

株式会社コンテック東日本 青森県 

株式会社三和技術 青森県 

株式会社ジャパックス 大阪府 

秀和設計コンサルタント株式会社 青森県 

株式会社新洲 滋賀県 

株式会社青林建設コンサルタント 青森県 

株式会社大成コンサル 青森県 

玉野総合コンサルタント株式会社 愛知県 

株式会社東京建設コンサルタント 東京都 

東北建設コンサルタント株式会社 青森県 

中日本建設コンサルタント株式会社 愛知県 

株式会社日測コンサルタント 青森県 

日東綜合株式会社 青森県 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング 東京都 

株式会社みちのく計画 青森県 

八千代エンジニヤリング株式会社 東京都 

リテックエンジニアリング株式会社 東京都 
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（４）活動報告 

１）Ｈ１８年度 

Ｈ１８．１１．１３：RPI 臨時理事会（電子メール持ち回り）にて「RPI２００６年度

汎用 BMS 開発普及事業計画（BMS コンソーシアム）」承認 

Ｈ１８．１２．１８：BMS コンソーシアム東京説明会（八重洲ホール） 

・ 理事長挨拶 

・ 理事長基調報告「RPI 橋梁マネジメントシステム開発普及事業」 

  Ｈ１８．１２．１９：BMS コンソーシアム大阪説明会（大阪国際交流センター） 

・ 理事長挨拶 

・ 理事長基調報告「RPI 橋梁マネジメントシステム開発普及事業」 

  Ｈ１８．１２．１９：RPI 東京サテライトオフィス開設 

・ RPI の BMS コンソーシアム窓口として開設 

  Ｈ１９．４．１：BMS コンソーシアム事務局長・技術顧問委嘱 

  Ｈ１９．４．１９：BMS コンソーシアム設立総会（東京弘済会館） 

・ 理事長挨拶（詳細は詳細㉝参照） 

・ 会員・技術顧問紹介 

・ BMS コンソーシアム規約・運営体制・組織説明 

・ 普及委員会活動計画・技術委員会活動計画説明 

・ 基調講演；青森県県土整備部、山本（元）チームリーダー 

「青森県における橋梁アセットマネジメント実施状況と展望」 

 

  ２）Ｈ１９年度 

（普及委員会） 

Ｈ１９．５．１８：第１回委員会開催 

Ｈ１９．７．２０：第２回委員会開催 

Ｈ１９．１０．２４：第３回委員会開催 

 

（技術委員会） 

Ｈ１９．６．２９：第１回委員会開催 

Ｈ１９．８．２８：第２回委員会開催 

Ｈ１９．１０．４：第１回幹部会開催 

Ｈ１９．１１．２：第３回委員会開催 

Ｈ１９．１２．４：第２回幹部会開催 

Ｈ１９．１２．２０：第４回委員会開催 

・技術委員会成果：橋梁点検ハンドブック（２）、技術的Ｑ＆Ａ集 
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（運営会議） 

１９．７．３：第１回会議 

 

（ＢＭＳ教育研修） 

Ｈ１９．０５．１１：第１回 BMS 教育研修（１日目） 

  Ｈ１９．０５．２５：第１回 BMS 教育研修（２日目） 

  Ｈ１９．０６．０１：青森県職員向け BMS 教育研修 

  Ｈ１９．０６．１５：第１回 BMS 教育研修（３日目） 

  Ｈ１９．０７．０６：青森県点検コンサルタント向け教育研修 

  Ｈ１９．１０．３１：第２回 BMS 教育研修（１日目）   

  Ｈ１９．１１．１４：第２回 BMS 教育研修（２日目） 

  Ｈ１９．１１．２８：第２回 BMS 教育研修（３日目）   

  Ｈ１９．１２．１８：第３回 BMS 教育研修（１日目） 

 Ｈ１９．１２．１８：第 3 回 BMS 標準技術研修（１日目） 

Ｈ１９．１２．２０：技術委員会第 4 回委員会 

 Ｈ２０．０１．１０：第 1 回 BMS 点検技術研修 

Ｈ２０．０１．１０：第 1 回茨城県職員 BMS 説明 

 Ｈ２０．０１．１６：第 3 回 BMS 標準技術研修（２日目） 

Ｈ２０．０１．１８：第 2 回茨城県職員 BMS 説明 

 Ｈ２０．０１．２５：第 2 回 BMS 点検技術研修 

 Ｈ２０．０１．２９：第 3 回 BMS 標準技術研修（３日目） 

Ｈ２０．０１．３１：第 3 回茨城県職員 BMS 説明 

 Ｈ２０．０２．０１：第 3 回 BMS 点検技術研修 

Ｈ２０．０２．０５：第 4 回普及委員会 

Ｈ２０．０４．１１：第 4 回茨城県職員 BMS 説明 

Ｈ２０．０４．２５：第 5 回普及委員会 

Ｈ２０．０４．２５：第 5 回技術委員会 

Ｈ２０．０５．１９：第 5 回茨城県職員 BMS 説明 

 Ｈ２０．０５．２７：BMS コンソーシアム第２回総会（東京弘済会館） 

・ BMS 動向報告 

・ 事業報告・計画 

・ 普及・技術委員会報告・計画 

・ BMS を活用した橋梁長寿命化修繕 

・ 報告： RPI 金氏 眞理事 

タイトル：道路施設保全業務の包括的民間委託について（海外事例報告） 

・ 詳細㉞参照 
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３）H２０年度 

Ｈ２０．０７．１０：第 4 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２０．０７．１７：第 4 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２０．０７．２４：第 4 回 BMS 標準技術研修（3 日目） 

Ｈ２０．０７．２５：第 6 回技術委員会 

Ｈ２０．０７．２９：第 5 回 BMS 点検技術研修 

Ｈ２０．０８．２５：第 6 回茨城県職員 BMS 説明 

Ｈ２０．０９．０２：第 6 回 BMS 点検技術研修 

Ｈ２０．０９．１６：第 6 回普及委員会 

Ｈ２０．１０．３１：第 7 回技術委員会 

Ｈ２０．１１．１２：第 5 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２０．１１．１３：第 5 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２０．１１．２７：第 6 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２０．１１．２８：第 6 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２０．１２．２４：第 8 回技術委員会 

Ｈ２１．０４．２２：第 2 回運営会議 

Ｈ２１．０４．２２：第 7 回普及委員会 

Ｈ２１．０４．２２：第 9 回技術委員会 

 

 

４）Ｈ２１年度 

 Ｈ２１．０６．１２：BMS コンソーシアム第３回総会（東京弘済会館） 

   ・ 事業報告・計画 

   ・ 規約改正等の報告 

   ・ 普及・技術委員会報告・計画 

   ・ 報告 

      RPI 金氏 眞理事：BMS を取巻く環境について 

      RPI 理事長   ：大阪市の橋梁の保全計画について 

   ・ 詳細㉟参照 

Ｈ２１．０６．２４：第 7 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２１．０６．２５：第 7 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２１．０８．０５：第 8 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２１．０８．０６：第 8 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２１．０８．０７：第 10 回技術委員会 

Ｈ２１．１０．０２：第 8 回普及委員会 
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Ｈ２１．１０．２１：第 11 回技術委員会 

Ｈ２１．１０．２１：橋梁新聞 広告掲載 

Ｈ２１．１１．１３：日経コンストラクション 広告掲載 

Ｈ２２．０２．１８：橋梁管理者向 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２２．０２．１９：橋梁管理者向 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２２．０４．０９：第 9 回普及委員会 

Ｈ２２．０５．２８：第 9 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２２．０５．２９：第 9 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

 

５）Ｈ２２年度 

 Ｈ２２．０６．０９：BMS コンソーシアム第４回総会（東京弘済会館） 

   ・ 事業報告・計画 

   ・ 規約改正等の報告 

   ・ 普及・技術委員会報告・計画 

   ・ 報告 

      CTC 河野 憲一：CTC の紹介及び BMS への取り組み 

      茨城大学 横山功一教授：BMS に関するコメント 

      RPI 理事 金氏眞：青森県における BMS 運用実績 

～LCC 算定結果の検証と BMStar へのフィードバック～ 

   ・ 詳細㊱参照 

Ｈ２２．０８．２６：第 10 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２２．０８．２７：第 10 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２２．１１．０２：橋梁維持管理セミナー 

「LCC 算定結果の検証と BMS へのフィードバック」 

「橋梁マネジメントシステム BMStar の紹介」 

「Google Maps API Premier を用いた BMStar との連携機能の紹介」 

① 広告・出展等 

橋梁新聞への広告掲載 

自治体フェア 2010 へ出展 

 

② 論文投稿・発表 

土木学会 第 65 回年次学術講演会 LCC 算定結果の検証と BMS へのフィードバック 

IABMAS 2011 

Ｈ２２．１１．２５：第 11 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２２．１１．２６：第 11 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２３．０２．１５：第 12 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 
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Ｈ２３．０２．１６：第 12 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

Ｈ２３．０５．２６：第 13 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２３．０５．２７：第 13 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

 

６）Ｈ２３年度 

 Ｈ２３．０６．１０：BMS コンソーシアム第５回総会（東京弘済会館） 

   ・ 事業報告・計画 

   ・ 規約改正等の報告 

   ・ 普及・技術委員会報告・計画 

   ・ 報告 

      CTC 青木琢磨：ＢＭＳｔａｒを用いたサービス業務の紹介 

      東北大学教授 久田真：修繕計画の助言を通じて思うこと 

      普及委員長 水野高志：国内の道路等の維持管理における複数年・ 

包括業務委託の事例 

   ・ 詳細㊲参照 

 Ｈ２３．１１．０４：運営会議 

個別実施料一部免除の設定 

他の橋梁点検システムから BMStar に乗り換えた場合の実施料について、11

月 4 日に運営会議を開催し、平成 23 年 12 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日までに自治

体と契約を交わした長寿命化修繕計画策定業務を対象に、新たに BMStar を使用し

て実施した場合の実施料を免除することになった。 

Ｈ２３．０５．１７：第 14 回 BMS 標準技術研修（1 日目） 

Ｈ２３．０５．１８：第 14 回 BMS 標準技術研修（2 日目） 

 

青森県橋梁長寿命化修繕計画策定委員会運営業務委託 事務局業務を受託 

 

 橋梁新聞 広告掲載 6 回 
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§７．詳細報告 

（１）RPI 活動 

H19.9.14 詳細①：平成１９年度土木学会年次学術講演会研究討論会 

H19.12.21 詳細②：日刊建設工業新聞紙上鼎談 

H20.8.25 詳細③：長大橋の動的挙動講演会 

H21.2.20 詳細④：建設・環境マネジメント講演会 

H21.5.15 詳細⑤：RPI 公益法人制度改革勉強会 

H21.5.29 詳細⑥：平成２０年度土木学会功績賞、RPI 理事長受賞コメント 

H21.7.22 詳細⑦：第４回社会インフラの構造モニタリングに関する国際会議 

H21.8.10 詳細⑧：関西大学先端科学技術推進機構研究部門別発表会 

H21.8.21 詳細⑨：構造物の維持補修技術研究会（RAMS）講演会 

H21.9.13 詳細⑩：第１０回構造物の安全性・信頼性に関する国際会議（ICCOSSAR） 

H23.8.17 詳細⑪：駒井ハルテック講演 

H23.9.16 詳細⑫：平成２３年度「橋梁の維持・管理・補修・補強」講習会 

（高知高専） 

H23.10.1 詳細⑬：駒井ハルテック技報（vol.1.2011）投稿 

H23.10.29 詳細⑭：第２４回京大、韓国科学技術院、タイ・チュラロンコン大、 

国立台湾大、国立シンガポール大、定例 KKCNN 

H24.1.20 詳細⑮：ポーランド理論応用力学会誌投稿 

 

 

 

 

 

 



 -  - 57 

詳細①：平成１９年度土木学会年次学術講演会研究討論会 
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詳細②：日刊建設工業新聞紙上鼎談 
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詳細③：長大橋の動的挙動講演会 
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詳細④：建設・環境マネジメント講演会 

詳細④：山口ブリッジマネジメントワークショップ 

（山口大学と共同開催） 
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詳細⑤：RPI 公益法人制度改革勉強会 
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詳細⑥：平成２０年度土木学会功績賞、RPI 理事長受賞コメント 
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詳細⑦：第４回社会インフラの構造モニタリングに関する国際会議 
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詳細⑧：関西大学先端科学技術推進機構研究部門別発表会 



 -  - 86 

詳細⑨：構造物の維持補修技術研究会（RAMS）講演会 
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詳細⑩：第１０回構造物の安全性・信頼性に関する国際会議（ICCOSSAR） 
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詳細⑪：駒井ハルテック講演 
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詳細⑫：平成２３年度「橋梁の維持・管理・補修・補強」講習会 

（高知工業高等専門学校） 
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詳細⑬：駒井ハルテック技報（vol.1.2011）投稿 
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詳細⑭：第２４回京大、韓国科学技術院、タイ・チュラロンコン大、国立台湾大、 

国立シンガポール大、定例 KKCNN 
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詳細⑮：ポーランド理論応用力学誌投稿 
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（２）BM 研究会活動 

H18.6.7 詳細⑯：BM 研究会設立総会 

H18.6.7 詳細⑰：第１回ブリッジマネジメントフォーラム 

H18.12.1 詳細⑱：広島ブリッジマネジメントワークショップ 

（広島工業大学と共同開催） 

H18.12.6 詳細⑲：第２回ブリッジマネジメントフォーラム 

H19.8.3 詳細⑳：第３回ブリッジマネジメントフォーラム 

H19.9.25 詳細㉑：横浜ブリッジマネジメントワークショップ 

（道路橋補修補強ｉ―ギルド研究会と共同開催） 

H19.10.4 詳細㉒：北海道ブリッジマネジメントワークショップ 

（北海道土木技術会と共同開催） 

H19.12.11 詳細㉓：鳥取ブリッジマネジメントワークショップ 

（鳥取大学と共同開催） 

H20.5.30 詳細㉔：高松ブリッジマネジメントワークショップ 

H20.6.5 詳細㉕：ブリッジマネジメント研究会第３回総会 

H20.6.5 詳細㉖：第４回ブリッジマネジメントフォーラム 

H20.11.21 詳細㉗：金沢ブリッジマネジメントワークショップ 

H21.2.20 詳細④：山口ブリッジマネジメントワークショップ 

H21.6.1 詳細㉘：ブリッジマネジメント研究会第４回総会 

H21.6.1 詳細㉙：第５回ブリッジマネジメントフォーラム 

H22.6.21 詳細㉚：第６回ブリッジマネジメントフォーラム 

H23.6.24 詳細㉛：第７回ブリッジマネジメントフォーラム 

H23.6.29 詳細㉜：NPO 関西橋梁維持管理－大学コンソーシアム（KISS） 

キックオフ講演会 
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詳細⑯：BM 研究会設立総会 
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詳細⑰：第１回ブリッジマネジメントフォーラム 
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詳細⑱：広島ブリッジマネジメントワークショップ 

（広島工業大学（中山教授）と共同開催） 
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詳細⑲：第２回ブリッジマネジメントフォーラム 
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詳細⑳：第３回ブリッジマネジメントフォーラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 -  - 170 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 -  - 171 

詳細㉑：横浜ブリッジマネジメントワークショップ 

（道路橋補修補強ｉ－ギルド研究会と共同開催） 
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詳細㉒：北海道ブリッジマネジメントワークショップ 

（北海道土木技術会と共同開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 -  - 173 

詳細㉓：鳥取ブリッジマネジメントワークショップ 

（鳥取大学（井上教授）と共同開催） 
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詳細㉔：高松ブリッジマネジメントワークショップ 

（香川大学と共同開催） 
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詳細㉕：ブリッジマネジメント研究会第３回総会 
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詳細㉖：第４回ブリッジマネジメントフォーラム 
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詳細㉗：金沢ブリッジマネジメントワークショップ 

（金沢大学と共同開催） 
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詳細㉘：ブリッジマネジメント研究会第４回総会 
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詳細㉙：第５回ブリッジマネジメントフォーラム 
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詳細㉚：第６回ブリッジマネジメントフォーラム 
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詳細㉛：第７回ブリッジマネジメントフォーラム 
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詳細㉜：NPO 関西橋梁維持管理－大学コンソーシアム（KISS） 

キックオフ講演会 
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（３）BMS コンソーシアム 

H19.4.19 詳細㉝：BMS コンソーシアム設立総会 

H20.5.27 詳細㉞：BMS コンソーシアム第２回総会 

H21.6.12 詳細㉟：BMS コンソーシアム第３回総会 

H22.6.9 詳細㊱：BMS コンソーシアム第４回総会 

H23.6.10 詳細㊲：BMS コンソーシアム第５回総会 
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詳細㉝：BMS コンソーシアム設立総会 
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 詳細㉞：BMS コンソーシアム第２回総会 

日：平成 20 年 5 月 27 日（火） 

会場：弘済会館 「櫻の間」４階 
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詳細㉟：BMS コンソーシアム第３回総会 
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詳細㊱：BMS コンソーシアム第４回総会 
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詳細㊲：BMS コンソーシアム第５回総会 
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§８．受託業務報告その他報告 

 

詳細㊳：H１７年度 RPI 受託業務 

詳細㊴：H１８年度 RPI 受託業務 

詳細㊵：H１９年度 RPI 受託業務 

詳細㊶：H２０年度 RPI 受託業務 

詳細㊷：H２１年度 RPI 受託業務 

詳細㊸：H２２年度 RPI 受託業務 

詳細㊹：H２３年度 RPI 受託業務 

 

詳細㊺：海外事情報告 
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（１）H１７年度 RPI 受託業務（詳細㊳） 

１）業務名 ：回転機構を有する弾性支承の動特性に関する調査研究 

委託者 ：川口金属（株） 

期間  ：H１７．６．１～H１８．５．３１ 

受託金額：４，９５０千円 

担当者 ：京都大学大学院、家村教授 

業務概要：同一支承構造内の、ゴム材料による回転機構と弾性支持機構を分離さ

せたハイブリッド支承の動特性と性能の調査研究 

２）業務名 ：免・制震手法による長大橋の耐震補強法に関する調査研究 

委託者 ：大日本コンサルタント（株） 

期間  ：H１７．１１．２２～H１８．６．３０ 

受託金額：７００千円 

担当者 ：京都大学大学院、家村教授 

業務概要：長大橋耐震補強において免震・制震の原理を導入した長大橋の地震時

性能合理化のために、設計対象地震動や動的応答解析の妥当性の検討 
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（２）H１８年度 RPI 受託業務（詳細㊴） 

１）業務名 ：ホワイティうめだ浸水対策検討業務 

委託者 ：大阪地下街（株） 

期間  ：H１８．１１．２～H１９．３．２０ 

受託金額：４，７２５千円 

担当者 ：①中央復建コンサルタンツ（株） 

     ②パシフィックコンサルタンツ（株） 

業務概要：異常降雨時の「ホワティうめだ」の浸水被害防止・軽減と不確定多数

利用者の安全避難という防災体制確定のために、現状の浸水対策と、

その課題・対応策の検討 

２）業務名 ：免震制震手法による橋梁の耐震補強コストの低減化に関する調査研究 

委託者 ：綜合技術コンサルタンツ（株） 

期間  ：H１９．１．２２～H１９．３．２６ 

受託金額：５５０千円 

担当者 ：京都大学大学院、家村教授 

業務概要：免震・制震手法を応用し、構造物に作用する地震力を低減させ、耐震

性能を向上させるためのデバイスの適用に関する検討 

３）業務名 ：免震制震手法による橋梁の耐震補強コストの低減化に関する調査研究 

委託者 ：川口金属（株） 

期間  ：H１９．１．２２～H１９．３．２６ 

受託金額：１，１００千円 

担当者 ：京都大学大学院、家村教授 

業務概要：免震・制震手法を応用し、構造物に作用する地震力を低減させ、制震

性能を向上させるためのデバイスの適用に関する検討 
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４）業務名 ：鋼橋の健全度評価および劣化予測の検討業務（共同研究方式） 

委託者 ：青森県 

期間  ：H１９．１．２４～H１９．３．２６ 

受託金額：４，９３５千円 

担当者 ：BM 研究会共同研究 

青森県、関西大学（古田）、神戸大学（川谷）、 

大阪市立大学（山口）、鹿島建設、BM 研究会（羽子岡） 

    業務概要：鋼橋の防食機能劣化・腐食に対する将来予測（LCC）の精度向上のた

めには、健全度評価基準、劣化予測式および対策工法に関する情報収

集が必要で、そのため実際に腐食が進行している八景橋の解体後の主

桁を用いて、各種データを収集し、各種評価を加える。 

５）業務名 ：コンクリート橋の健全度評価および劣化予測の検討業務 

（共同研究方式） 

委託者 ：青森県 

期間  ：H１９．１．２４～H１９．３．２６ 

受託金額：４，９３５千円 

担当者 ：BM 研究会共同研究 

青森県、日本大学（岩城）、関西大学（鶴田）弘前大学（上原子）、 

電気化学工業 

    業務概要：コンクリート橋の塩害に対する将来予測（LCC）の精度向上のために

は、健全度評価基準および劣化予測式に関する情報収集が必要で、そ

のため実際に劣化が進行している宇名原橋の解体後の部材を用いて、

各種データを収集し、各種評価を加える。 
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（３）H１９年度 RPI 受託業務（詳細㊵） 

１）業務名 ：橋梁アセットマネジメント支援システム講習会開催業務 

委託者 ：青森県 

期間  ：Ｈ１９．５．２８～Ｈ１９．７．３１ 

受託金額：８７２千円 

担当者 ：BMS コンソーシアム 

業務概要：RPI の橋梁アセットマネジメント支援システムの内容を、青森県職員

及び点検業者に講義。 

 

２）業務名 ：青森県長寿命化修繕計画策定業務 

委託者 ：青森県 

期間  ：Ｈ１９．９．２７～Ｈ２０．３．２５ 

受託金額：２９，４９０千円 

担当者 ：RPI 金氏理事、岩井研究委員 

業務概要：青森県が管理する橋梁を対象に、個別橋梁の健全度データ・将来予測・

シナリオに応じて、修繕計画の立案を行ない、予算計画と合わせて 

長寿命化修繕計画（１０年分）を策定する。 

 

３）業務名 ：ホワイティーうめだ浸水対策検討業務（その２） 

委託者 ：大阪地下街（株） 

期間  ：Ｈ１９．１１．１～ Ｈ２０．３．２０ 

受託金額：７，１４０千円 

担当者 ：中央復建コンサルタンツ（株）、パシフィックコンサルタンツ（株）、 

     京都大学（戸田）、関西大学（古田、石垣） 

業務概要：ホワイティーうめだの、浸水シミュレーション、アンケート実施、大

雨待機の判断基準の検討、水防・非難誘導開始の判断基準の検討、被

害の最小化施策の検討、行動マニュアルの作成 

 

４）業務名 ：国道１０１号外橋梁事前データ作成業務 

委託者 ：青森県 

期間  ：H２０．１．１８～H２０．３．２５ 

受託金額：２，１４２千円 

担当者 ：BMS コンソーシアム技術委員会 

業務概要：国道１０１号外、１９橋の橋梁点検を実施する前に事前データを作成 
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５）業務名 ：塩害ＰＣ橋梁の耐荷性能評価業務（共同研究方式） 

委託者 ：青森県 

期間  ：Ｈ２０．１．１８～Ｈ２０．１０．３１ 

受託金額：５，８８０千円 

担当者 ：BM 研究会共同研究 

青森県、東北大学（鈴木、久田）、日本大学（岩城）、関西大学（鶴田）、 

弘前大学（上原子）、新構造技術（株）、BM 研究会 

業務概要：一般国道１０１号新赤石大橋（５径間単純ＰＣ－Ｔ桁橋）に対して、

健全度評価と耐荷性能との関係を把握して、橋梁維持管理における補

修・補強、更新などのための活用できる情報を得るために、実橋載荷

試験を実施する。 

 

（４）H２０年度 RPI 受託業務（詳細㊶） 

１）業務名 ：塩害ＰＣ橋梁の耐荷力性能評価業務（共同研究方式） 

委託者 ：青森県 

期間  ：Ｈ２０．７．２２～Ｈ２１．３．２５ 

受託金額：２，６２５千円 

担当者 ：BM 研究会共同研究 

青森県、東北大学（鈴木、内藤）、日本大学（岩城）、 

弘前大学（上原子）、新構造技術（株）、ＢＭ研究会 

業務概要：一般国道１０１号新赤石大橋（５径間単純ＰＣ－Ｔ桁橋）の撤去主桁

よりコンクリート及び鋼材の試料を採取し、各種計測、室内実験を実

施し、劣化コンクリート及び鋼材の物性値を把握して、塩害による劣

化が進行したＰＣ橋の耐荷性能を評価する。 

 

２）業務名 ：ホワイティーうめだ浸水対策検討業務（その３） 

委託者 ：大阪地下街（株） 

期間  ：Ｈ２０．９．１９～Ｈ２１．３．３１ 

受託金額：４，２００千円 

担当者 ：中央復建コンサルタンツ（株）、パシフィックコンサルタンツ（株）、 

     京都大学（戸田）、関西大学（古田、石垣） 

業務概要：ホワイティーうめだの、避難安全対策上の課題の整理・把握、浸水対

策の抽出、地下空間の浸水時シミュレーション及び避難行動所用時間

の検討、地下空間浸水時の避難安全対策の評価検討、地下空間浸水時

の防災体制の課題整理、安全・安心な地下空間の実現に向けての提言 
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３）業務名 ：青森県橋梁アセットマネジメントＢグループシステム構築業務 

委託者 ：青森県 

期間  ：Ｈ２０．１０．３～Ｈ２１．５．３１ 

受託金額：７，５９６千円 

担当者 ：鹿島建設（株）、リテックエンジニアリング（株）、 

BMS コンソーシアム 

業務概要：青森県にて平成１９年度に策定した長寿命化修繕計画によって分類さ

れた橋梁（１５ｍ未満のコンクリート橋をＢグループ橋梁と分類）の

データベースシステムの構築を、既存の BMS を基に構築する。構築に

当たっては、路線種別、橋梁名検索機能、交通量情報修正機能につい

ても考慮する。 

 

４）業務名 ：青森県橋梁長寿命化修繕計画策定業務 

委託者 ：青森県 

期間  ：Ｈ２０．１２．１～Ｈ２１．３．３１ 

受託金額：５，００５千円 

担当者 ：鹿島建設（株）、リテックエンジニアリング（株）、 

BMS コンソーシアム 

業務概要：青森県が管理する橋梁を対象に、個別橋梁の健全度データ・将来予測・

シナリオに応じて修繕計画・予算計画と合わせた長寿命化修繕計画を

策定する 
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（５）H２１年度 RPI 受託業務（詳細㊷） 

１）業務名 ：青森県飛来塩分計測共同調査、研究 

委託者 ：青森県 

期間  ：Ｈ２２．１．１～Ｈ２３．１０．１ 

受託金額：２，０００千円 

担当者 ：日本大学（岩城）、BM 研究会 

業務概要：青森県が管理する橋梁を対象に、劣化予測を策定する際の重要因子で

ある飛来塩分について長期間計測する 
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（６）H２２年度 RPI 受託業務（詳細㊸） 

１）業務名 ：コンクリート床版に SF コンクリートを打継いだ供試体の疲労に関する

研究 

委託者 ：NIPPO（株） 

期間  ：Ｈ２２．８．１～Ｈ２４．５．３１ 

受託金額：２，０００千円 

担当者 ：日本大学（岩城）、BM 研究会 

業務概要：コンクリート床版補修工法の一つに、SF コンクリートを打継いだ構造

に対しての、疲労強度に関する検討。 

 

２）業務名 ：和歌山市橋梁長寿命化基本修繕計画策定業務 

委託者 ：晃和調査設計（株） 

期間  ：Ｈ２３．４．１～Ｈ２３．４．２０ 

受託金額：５９４千円 

担当者 ：鹿島建設（株）、リテックエンジニアリング（株）、 

BMS コンソーシアム 

業務概要：和歌山市が管理する橋梁４７橋分の点検データの整理及び長寿命化基

本修繕計画の作成 
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（７）H２３年度 RPI 受託業務（詳細㊹） 

１）業務名 ：青森県橋梁長寿命化修繕計画策定委員会運営業務 

委託者 ：青森県 

期間  ：Ｈ２３．１０．３０～Ｈ２４．３．２５ 

受託金額：５，０４０千円 

担当者 ：鹿島建設（株）、リテックエンジニアリング（株）、 

伊藤忠テクノソリューションズ（株）、BMS コンソーシアム 

業務概要：青森県の管理する８６０橋に対して、「青森県橋梁長寿命化修繕計画」

（１０箇年分）を策定するために設置する「青森県橋梁長寿命化修繕

計画策定委員会」の委員会運営・資料作成を実施し、あわせて「青森

県橋梁長寿命化修繕計画」の照査を行う。 
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（８）海外事情報告（韓国事情・中国事情）（詳細㊺） 

１）中国事情「日本の将来と隣人中国の今は？」 

報告者 ：青井理事 

概略内容：日本の現状と将来 

     （潮流・将来リスク） 

       高齢化、国際化遅れ、情報化、経済縮小、格差社会、官の弊害 

     （目指す将来像シナリオ） 

       人口減生産性向上、国際化、行政社会構造体質変換、 

社会資本整備視点変更  

         （公共投資像） 

           重点効率化、生産性向上分野投資、民間活用拡大、防災環境分野 

         中国の現状と課題 

         （GDP 拡大継続？） 

         （国力構成要素（経済・政治・科学技術・軍事・文化）の融合、継続？） 

           川上（研究）未達：川中（製造）発達：川下（流通）未達： 

「生産量大、生産高小」  

         （市場としての課題） 

           社会資本整備、環境問題、格差社会、政治体制  

 

  ２）韓国事情「韓国通信（その１）」 

    報告者 ：杉井理事 

    概略内容：二極分化（富裕層・・国際化、教育重視、語学、留学、ドクター） 

             （貧困層・・国粋主義、ハングル文字、教育軽視） 

         バブル経済（富裕層の投機） 

         食生活の欧米化 

         建設事情（ゼネコンの「超大型ターン・キー案件」追求） 

             （大規模発注・・数ｋｍを１JV に発注） 

             （提案競争熾烈化・・情報管理、最先端技術導入、技術営業） 

         仁川大橋プロジェクト紹介 

         釜山新港湾プロジェクト紹介 

         日本の国際化のために 

         （メインコントラクター（ゼネコン）と、サブコントラクター（専業）） 

         （国際化努力・・マネジメント、契約、語学） 

         （国内公平と国際公平） 

         （国際的情報発信） 
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３）韓国事情「韓国通信（その２）」 

 報告者 ：杉井評議員（Ｈ２０．１．５報告） 

 概略内容：分割発注ではなく、大型発注の大型プロジェクトが多い。 

      １－ＪＶで一括工事（基礎、下部、上部、アプローチまで）。 

      韓国に対する先入観と現実にギャップあり。 

      高級アパート分譲価格に陰りあり。 

      安価な公共交通機関、ただしバス中心。 

      世界遺産はあるが、朝鮮戦争のため全て再建構造。 

      韓国語の発音は微妙に差がある。 

      韓国における中華思想は儒教道徳がベース。 

      日本にも「中華思想」あり、ただし閉鎖性、反グローバル化に連動して

いる。 

      韓国は共同体社会のため、外国人は孤独。 

      韓国人の英語はシンプル英語。 

      韓国から見て、日本の国際化は遅れている。 

      健康保険、外国人登録、住民登録がシステムとして連動。 

      

 

４）韓国事情「韓国通信（その３）」 

 報告者 ：杉井評議員（Ｈ２０．１２．２６報告） 

 概略内容：仁川大橋はＨ２０．１２中旬に桁併合予定。 

      韓国人は失敗を恐れずトライする大陸的考え方。 

      ソウルは一極集中。 

      韓国ビジネスは、値切りの世界。 

      韓国人は、内容は別にしてプレゼン能力は高い。 

      韓国人は、議論好き、ディベートの世界。 

      韓国経済のウオン安傾向の原因は、不動産バブルの崩壊が原因か。 

      韓国企業は「模倣型、日本隠し、刹那的」 

      韓国から見て、一番近いのは福岡。 

      日本は歴史を学ぶことが大切。 
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§９．活動予算と活動計画 

（１）H１７年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ５，９６５ 

   計          ５，９６５ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ４，９０７ 

   管理費        ２，３０５ 

   計          ７，２１２ 

・ 差額（千円）      

 －１，２４７ 

 

（２）Ｈ１８年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ３６，９２２ 

   事業収入（賛助会費）  ３，８７４ 

   計          ４０，７９６ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ３２，２２０ 

   管理費         ５，７５５ 

   計          ３７，９７５ 

・ 差額（千円） 

              ＋２，８２１     

 

（３）Ｈ１９年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ５２，７９９ 

   事業収入（賛助会費）  ５，０６６ 

   その他収入         １２５ 

   計          ５７，９９０ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ４７，５６５ 

   管理費         ５，１３３ 

   計          ５２，６９８ 

・ 経常利益（千円） 

＋５，２９２ 
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（４）Ｈ２０年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ４８，２０６ 

   事業収入（賛助会費）  ５，６２５ 

   その他収入         １２０ 

   計          ５３，９５１ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ４５，１４４ 

   管理費         ６，３７５ 

   計          ５１，５１９ 

・ 経常利益（千円） 

＋２，４３２ 

 

（５）Ｈ２１年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ２６，５０９ 

   事業収入（賛助会費）  ２，１００ 

   その他収入           ０ 

   計          ２８，６０９ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ２７，５７７ 

   管理費         ３，８９４ 

   計          ３１，４７１ 

・ 経常利益（千円） 

－２，８６２ 
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（６）Ｈ２２年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） １８，７０２ 

   事業収入（賛助会費）  １，６５０ 

   その他収入         １１３ 

   計          ２０，４６５ 

・ 支出（千円） 

   事業費        １８，８７４ 

   管理費         ３，８０２ 

   計          ２２，６７６ 

・ 経常利益（千円） 

－２，２１１ 

 

（７）Ｈ２３年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） １２，９１０ 

   事業収入（賛助会費）    ９７５ 

   その他収入      １２，２７９ 

   計          ２６，１６４ 

・ 支出（千円） 

   事業費        １０，６２９ 

   管理費        １５，４２４ 

   計          ２６，０５３ 

・ 経常利益（千円） 

＋１１０ 
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§１０．おわりに 

（１）平成１９年１２月２８日 

・ ご報告させていただきましたように、RPI 活動は 

① BM 研究会活動 

② BMS コンソーシアム活動 

③ 各種受託研究（共同研究含む）活動 

が中心となっております。 

・ これらの活動は、RPI 活動の目的である「都市的機能向上と地域社会創造」を念頭に「社

会資本アセットマネジメントの研究開発とその普及」及び「関連する基礎的研究」とし

て、具体的に展開したものとなっております。 

・ これらの各種活動は「産官学共同取り組み」に特徴があり、「産官学」それぞれが得意

分野を発揮しての、総合的かつ効率的な取り組みを目指しております。 

・ また、RPI 活動を通じて「産官学」それぞれの立場で抱える現実的な問題点や、その対

策について忌憚のない意見を出し合い、それら問題解決のために、従来の立場、限界を

超えるような新たな発想も含め、議論を活発化していくことも重要な活動と考えます。 

・ その意味でＨ１９年度の RPI 活動では、より一層の「産官学」連携を目指しての活動

といたします。 

・ さらに、RPI 活動の将来に向けての課題としては、  

① 「大阪地域を中心とした活動」であるという基本的立場には変わりはないが、情報

発信は大阪、関西に限らず全国各方面にも積極的に拡大し、全国ネットでの活動も

視野に入る。 

② RPI 活動は「都市的機能向上と地域社会創造」を目的としていることから、より公

共性の高い活動が求められており、その意味で「社会資本アセットマネジメント研

究開発とその普及」という公共的活動を更に活発化し、公共性の高い社会的活動を

使命とする財団法人としての役割をしっかり担っていく。 

③ 「社会資本」を対象とする活動において、まずは最初の取り組みとして社会資本と

しての「橋梁」を優先的に取り上げてきたが、今後は「橋梁以外のインフラ構造物」

へ対象範囲の拡大も視野に入れる。 

④ RPI として「社会資本アセットマネジメント活動」を通じて、近い将来には専門技

術者集団として、オーソリティーとしての第三者専門機関としての役割を果たして

いくことも重要な使命の一つである。 

など、を考えており、RPI としてこれらの課題に対しても、今後とも積極的な活動を目

指します。 

・ 最後になりましたが、RPI の今後の活動に対し、関係の皆様の、より一層のご支援、ご

協力をお願い申し上げます。 
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（２）平成２１年１２月２８日 

・ ご報告させていただきましたように、RPI 活動は 

① BM 研究会活動 

② BMS コンソーシアム 

③ 各種受託研究（共同研究含む）活動 

が中心となっております。 

・ これらの活動は、RPI 活動の目的である「都市機能向上と地域社会創造」を念頭に   

「社会資本アセットマネジメントの研究開発とその普及」及び「関連する基礎的研究」 

として、具体的に展開したものとなっております。 

・ これらの各種活動は「産官学共同取り組み」に特徴があり、「産官学」それぞれが得意 

分野を発揮しての、総合的かつ効率的な取り組みを目指しており、RPI 活動を通じて「産

官学」それぞれの立場で抱える現実的な問題点や、その対策について忌憚のない意見を

出し合い、それらの問題解決のために従来の立場、限界を超えるような新たな発想も含

め、社会において常に役立つ集団として活動していく所存です。 

・ 最後になりましたが RPI の今後の活動に対し、関係の皆様のより一層のご支援ご協力

をお願い申し上げます。 
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（３）平成２４年５月３１日 

・御報告させていただきましたように、RPI 活動は 

① BM 研究会活動 

② BMS コンソーシアム活動 

③ 各種受託研究（共同研究含む）活動 

が中心になっております。 

・これらの活動は、RPI 活動の目的である「都市機能向上と地域社会創造」を念頭に 

「社会資本アセットマネジメントの研究開発とその普及」及び「関連する基礎的研究」

として具体的に展開してきており、その取組の特徴としては「産官学共同取組」であり、

「産官学」それぞれが得意分野を発揮しての総合的かつ効率的な活動を通じて、結果的

に社会に役立つ集団として活動してまいりました。 

・ここに財団法人大阪地域計画研究所活動を終了するに当たり、いままでにご協力いただ

いた皆様に感謝申しあげるとともに、新たに発足する一般財団法人大阪地域計画研究所 

（RPI）においても、今までの理念と活動を継続してまいりますので、皆様のより 

一層のご支援、ご協力をお願いする次第です。 
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（付）財団法人 大阪地域計画研究所寄附行為 
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財団法人大阪地域計画研究所（RPI） 

〒５６１－０８３４ 

大阪府豊中市庄内栄町２丁目２１番１号 

TEL・FAX：０６－６３３４－３５１１ 

URL http://www.rpi.or.jp 

 

RPI 東京サテライトオフィス 

〒１６２－００６５ 

東京都新宿区住吉町１番２０号角張ビル５階 

TEL・FAX：０３－５３７９－０８１５ 

E―MAIL conso@rpi.or.jp 

http://www.rpi.or.jp/
mailto:conso@rpi.or.jp

